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平
成
28
年
度
年
次
晩
餐
会
を
開
催
、
1
年
間
の

多
彩
な
活
動
を
振
り
返
る　

新
入
会
員
は
５
年
連
続
２
０
０
人
を
超
え
る

平
成
28
年
度
年
次
晩
餐
会
が
12
月
３
日
、
東
京
・
新
宿
の
京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
で
開
か
れ
た
。
皇
太
子
殿
下
が
お
忙
し
い
ご
公
務
の
な
か
ご
出
席
さ
れ
た

の
を
は
じ
め
、
４
８
１
人
の
会
員
が
参
加
、
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
60
周
年
や
「
山

の
日
」
施
行
な
ど
話
題
の
多
か
っ
た
こ
の
１
年
間
を
振
り
返
っ
た
。
参
加
者
は

晩
餐
会
で
の
挨
拶
や
講
演
会
、
展
示
作
品
な
ど
素
晴
ら
し
い
内
容
に
感
動
し
、

そ
れ
ぞ
れ
か
ら〝
元
気
〟を
も
ら
っ
た
。
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■
会
長
挨
拶　

新
会
員
カ
ー
ド
を
発
行

会
場
が
品
川
か
ら
新
宿
に
移
っ
て
３

年
目
に
な
る
。
４８
の
テ
ー
ブ
ル
が
並
び
、

こ
れ
ま
で
と
同
じ
よ
う
に「
富
士
山
」を

中
央
に
、北
の「
利
尻
山
」か
ら
南
の「
開

聞
岳
」ま
で
、そ
れ
ぞ
れ
に
山
名
が
表
示

さ
れ
た
。
席
は
混
乱
を
避
け
、
す
べ
て

指
定
さ
れ
た
。特
別
ゲ
ス
ト
と
し
て
、キ

ル
ギ
ス
山
岳
会
の
ウ
ラ
ジ
ミ
ー
ル
会
長

が
参
加
さ
れ
た
。

小
林
政
志
会
長
は
次
の
よ
う
に
挨
拶

し
た
。「
今
年
を
振
り
返
る
と
大
き
な

イ
ベ
ン
ト
が
二
つ
あ
っ
た
。
一
つ
は
マ

ナ
ス
ル
初
登
頂
60
周
年
だ
。
小
さ
な
島

国
が
快
挙
を
な
し
、
世
の
中
に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
。
カ
ト
マ
ン
ズ
と
東
京

で
記
念
事
業
が
行
な
わ
れ
た
。
も
う
一

つ
は「
山
の
日
」の
ス
タ
ー
ト
だ
。
８
月

に
上
高
地
で
記
念
式
典
を
行
な
っ
た
。

皇
太
子
殿
下
ご
一
家
の
ご
臨
席
を
賜
っ

た
。
来
年
は
栃
木
の
那
須
で
開
催
。
会

が
も
っ
と
元
気
に
な
る
よ
う
、
再
生
委

員
会
を
立
ち
上
げ
た
。
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
と
支
部
活
性
化
を
中
心
に
会

の
改
革
を
進
め
て
き
た
が
、
10
月
か
ら

準
会
員
制
度
も
導
入
し
た
。
ま
た
、
会

員
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
新
し
く
会
員

カ
ー
ド
を
作
る
。」

■
物
故
会
員
51
人
に
黙
祷

物
故
会
員
に
対
し
て
黙
祷
し
た
。
昨

年
の
晩
餐
会
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た
会

員
は
５1
人
。
名
誉
会
員
の
川
上
隆
さ
ん

は
防
衛
大
学
山
岳
部
の
コ
ー
チ
・
監
督

と
し
て
指
導
に
あ
た
ら
れ
、
海
外
で

数
々
の
登
頂
を
成
し
遂
げ
ら
れ
た
。
谷

口
け
い
さ
ん
は
、
ピ
オ
レ
ド
ー
ル
賞
を

女
性
と
し
て
初
め
て
受
賞
さ
れ
、
若
手

の
ホ
ー
プ
と
し
て
大
き
な
期
待
を
集
め

て
い
た
。
田
部
井
淳
子
さ
ん
は
女
性
と

し
て
世
界
初
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
者
。

東
日
本
大
震
災
の
後
は
、
ご
自
身
の
ふ

る
さ
と
福
島
県
で
被
災
し
た
高
校
生
を

毎
年
、
富
士
山
に
案
内
し
た
。
徳
久
球

雄
さ
ん
は
日
本
山
岳
文
化
学
会
で
ご
活

躍
さ
れ
、『
コ
ン
サ
イ
ス
日
本
山
名
事

皇太子殿下も参加された恒例の鏡開き
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崎
徹
会
員
に
決
ま
っ
た
。
２
０
１
１
年

３
月
11
日
の
東
日
本
大
震
災
後
に
起
こ

っ
た
福
島
第
１
原
子
力
発
電
所
の
事
故

に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
親
し
ん
で
き
た

た
く
さ
ん
の
山
々
が
現
在
ど
の
程
度
の

放
射
線
量
を
示
し
、
そ
の
影
響
は
ど
の

よ
う
な
山
々
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
か
、

被
曝
の
実
態
を
知
る
た
め
に
は
現
地
で

の
調
査
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
た
。

２
０
１
３
年
６
月
か
ら
宮
城
県
の
山

岳
放
射
線
量
の
調
査
を
開
始
。
奥
羽
山

脈
、
陸
前
丘
陵
、
阿
武
隈
山
地
、
そ
し

て
北
上
山
地
と
調
査
を
進
め
た
。
柴
崎

徹
会
員
は
、「
宮
城
、阿
武
隈
山
地
の
調

査
報
告
が『
山
岳
』に
掲
載
さ
れ
た
。
う

れ
し
か
っ
た
」な
ど
と
語
っ
た
。

■
新
入
会
員
は
２
３
３
人
、
37
人
出
席

続
い
て
新
入
会
員
の
紹
介
。
今
年
は

２
３
３
人
と
、
５
年
連
続
で
２
０
０
人

を
超
え
る
新
入
会
員
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
晩
餐
会
に
は
う
ち
37
人
が
出

席
し
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
。
代
表

挨
拶
に
静
岡
支
部
の
大
島
わ
か
な
さ
ん

が
進
み
出
た
。「
日
本
山
岳
会
に
入
っ

て
、
本
当
に
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

夢
を
か
な
え
て
く
れ
て
い
る
。
富
士
山

に
登
っ
た
の
を
は
じ
め
、
い
ろ
ん
な
山

に
出
か
け
た
。
黒
部
川
・
下
ノ
廊
下
は

60
歳
ま
で
に
は
行
き
た
い
と
い
う
の
が

目
標
だ
っ
た
が
、
20
歳
で
実
現
で
き
る

と
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
。
南
ア
ル
プ

ス
深
南
部
の
不
動
岳
に
行
っ
た
。
日
本

に
こ
ん
な
所
が
あ
っ
た
の
か
、
と
感
動

し
た
。
ヤ
ブ
こ
ぎ
を
強
い
ら
れ
た
。
道

な
き
道
を
歩
い
て
自
然
を
楽
し
ん
で
い

る
。
こ
の
９
ヶ
月
は
我
が
人
生
最
良
の

と
き
だ
っ
た
。
先
輩
の
山
に
対
す
る
情

熱
と
技
を
引
き
継
い
で
い
き
た
い
。」と

大
き
な
拍
手
を
誘
っ
た
。

■
恒
例
の
鏡
開
き

恒
例
の
鏡
開
き
は
小
林
会
長
、
皇
太

子
殿
下
の
ほ
か
宗
實
・
新
永
年
会
員
代

表
、
鈴
木
・
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
受
賞

者
、
柴
崎
・
会
長
特
別
表
彰
受
賞
者
の

５
人
で
行
な
っ
た
。
次
い
で
八
木
原
圀

明
・
日
本
山
岳
協
会
会
長
の
音
頭
で
乾

杯
し
た
。「
い
い
年
だ
っ
た
。撮
影
に
参

典
』の
編
集
者
と
し
て
も
知
ら
れ
た
。

■
新
永
年
会
員
は
34
人

永
年
会
員
が
紹
介
さ
れ
た
。
新
し
い

永
年
会
員
は
3４
人
。
会
員
番
号
６
０
９

５
～
６
２
５
４
と
復
活
会
員
だ
。
１
９

６
６（
昭
和
４1
）年
４
月
か
ら
翌
年
３
月

ま
で
に
入
会
し
、
以
降
継
続
し
て
５0
年

間
、
会
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。

宗
實
二
郎
会
員
が
新
永
年
会
員
を
代

表
し
挨
拶
し
た
。「
日
本
山
岳
会
に
入

会
し
て
、
山
小
屋
に
は
お
米
を
持
参
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
、
切
符
は
前

夜
か
ら
並
ん
で
購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
な
ど
も
教
え
て
も
ら
っ

た
。
関
西
で
は
〝
山
は
六
甲
山
に
始
ま

り
六
甲
山
に
終
わ
る
〟
と
言
わ
れ
て
い

る
。
今
な
お
六
甲
山
や
富
士
山
を
歩
い

て
い
る
」な
ど
と
語
っ
た
。

新
永
年
会
員（*

は
復
活
会
員
）

北
島
光
子*

、
宗
實
二
郎
、
小
林
忠
雄
、

安
彦
隆
一
、
小
嶋
誠
孝
、
渡
辺
一
、
杉

山
泰
司
、
菅
谷
保
夫
、
吉
田
寛
治
、
中

島
博
明
、
渡
辺
竜
吉
、
杉
田
博
、
目
黒

実
、
斉
藤
晋
、
林
雅
浩
、
雁
部
貞
夫
、
小

島
守
夫
、
安
田
成
男
、
加
藤
博
二
、
山

崎
郁
郎
、
鈴
木
宏
、
丸
山
弘
二
、
中
馬

菫
人
、
梅
野
淑
子
、
菊
池
武
昭
、
豊
島

洋
一
、
田
中
栄
弘
、
早
川
禎
治
、
加
藤

朝
章
、
池
谷
有
爾
、
荒
木
壮
一
、
大
西

康
郎
、
林
巍
、
立
花
種
則

■
鈴
木
会
員
に
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞

第
1８
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
は
、
学

術
分
野
か
ら
鈴
木
正
崇
会
員
の
「
日
本

の
山
岳
信
仰
と
修
験
道
に
関
す
る
宗
教

学
的
研
究
」に
決
ま
っ
た
。

鈴
木
会
員
は
日
本
山
岳
修
験
学
会
会

長
の
要
職
に
あ
り
、
山
岳
宗
教
に
関
す

る
研
究
分
野
の
第
一
人
者
だ
。

①
各
地
の
山
に
関
す
る
伝
承
や
史
料
を

掘
り
起
こ
し
、
日
本
全
体
の
山
岳
信
仰

を
通
観
す
る
視
野
を
切
り
開
い
た
。

②
神
仏
混
淆
の
在
り
方
を
再
検
討
し
、

「
日
本
の
近
代
を
問
い
直
す
」こ
と
を
試

み
た
。

③
山
岳
信
仰
を
文
化
の
「
資
源
化
」
や

「
客
体
化
」の
観
点
か
ら
、
現
代
の
変
化

と
連
動
し
た
考
察
を
継
続
し
て
行
な
っ

て
い
る
。

表
彰
式
が
行
な
わ
れ
た
。
鈴
木
会
員

は
「
雲
取
山
に
三
峰
口
か
ら
登
っ
た
こ

と
が
あ
る
。
途
中
、
秩
父
宮
殿
下
・
妃

殿
下
の
リ
リ
ー
フ
が
あ
っ
た
こ
と
を
思

い
出
す
。
昭
和
30
年
こ
ろ
ま
で
は
白
装

束
で
山
に
登
っ
て
い
た
。
今
は
車
を
利

用
す
る
。
歩
き
方
は
変
わ
っ
た
が
、
修

験
道
は
日
本
文
化
の
根
底
に
あ
る
」
な

ど
と
話
し
た
。

■
会
長
特
別
表
彰　

宮
城
・
福
島
な
ど

の
山
岳
放
射
線
量
調
査

会
長
特
別
表
彰
は
、
宮
城
支
部
の
柴

小林会長から秩父宮記念山岳賞を授与される鈴木正崇会員
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こ
と
、
お
よ
び
も
し
か
し
て
そ
の
変
化

に
よ
り
現
地
に
危
険
な
氷
河
湖
が
で
き

る
の
な
ら
、
そ
れ
を
推
測
す
る
情
報
資

料
を
得
る
こ
と
。
こ
れ
が
こ
の
調
査
行

の
目
的
で
あ
っ
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
チ
ョ
ー
オ
ユ
ー
か
ら
流

れ
る
ゴ
ジ
ュ
ン
バ
氷
河
は
、
衛
星
写
真

で
現
状
を
よ
く
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
氷
河
池
の
細
部
や
深
さ
、
貯

水
さ
れ
た
水
の
体
積
は
知
る
こ
と
が
で

き
な
い
。
こ
れ
ら
を
知
り
、
取
得
し
た

デ
ー
タ
と
画
像
を
公
開
し
て
今
後
の
研

究
に
役
立
て
た
い
と
考
え
た
。

メ
ン
バ
ー
は
大
森
弘
一
郎
、
野
本
勇

（
サ
ポ
ー
ト
隊
）、岡
内
完
治（
Ｆ
隊
）。シ

ェ
ル
パ
は
リ
ン
ジ
ン
・
シ
ェ
ル
パ
、
ガ

ネ
ッ
シ
ュ
・
ラ
イ
ほ
か
５
名
。
計
画
で

は
、
モ
ン
ス
ー
ン
明
け
の
10
月
12
日
に

日
本
を
出
発
。
ま
ず
３
日
間
、
空
撮
を

し
て
、
そ
の
後
現
地
調
査
の
た
め
に
高

度
順
化
に
時
間
を
か
け
て
現
地
に
行
き
、

11
月
１
日
ま
で
８
日
間
、
調
査
を
す
る

と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
空
撮
は
ぎ
り
ぎ

り
最
終
日
に
好
天
を
つ
か
む
こ
と
が
で

き
、
ゴ
ジ
ュ
ン
バ
以
外
の
地
域
の
氷
河

も
撮
る
こ
と
が
で
き
た
。
本
隊
は
予
定

ど
お
り
ル
ク
ラ
を
出
発
、
６
日
間
、
氷

河
の
中
を
さ
ま
よ
っ
た
。

氷
河
池
に
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
漕
ぎ
出
し

て
、
音
波
測
深
機
で
水
深
を
10
㎝
単
位

で
計
測
し
た
り
、
氷
河
湖
の
落
ち
口
の

断
面
寸
法
と
水
の
流
速
を
測
定
し
た
。

　

現
在
の
水
量
を
見
る
と
、
こ
の
水
の

排
出
の
確
保
が
常
に
必
要
な
こ
と
が
理

解
で
き
る
。
現
在
は
流
出
口
が
し
っ
か

り
で
き
て
い
る
が
、
こ
の
西
側
に
あ
る

サ
イ
ド
・
モ
レ
ー
ン
が
何
か
の
こ
と
で

崩
れ
て
排
出
口
が
ふ
さ
が
る
と
水
位
が

上
が
り
、
不
安
定
な
氷
河
湖
が
で
き
る

可
能
性
が
あ
る
。

報
告
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
に
よ
る
映

像
を
交
え
、
氷
河
の
様
子
を
伝
え
な
が

ら
進
め
た
。最
後
に「
氷
河
は
地
球
の
大

切
な
セ
ン
サ
ー
で
す
。Ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｆ（
氷
河

湖
決
壊
洪
水
）
は
人
の
力
で
予
防
で
き

ま
す
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
大
写
し

に
し
て
締
め
く
く
っ
た
。

■
日
本
山
岳
会
関
西
支
部
東
ネ
パ
ー
ル

登
山
隊
２
０
１
６
報
告

重
廣
恒
夫

日
本
山
岳
会
創
立
１
１
０
周
年
と
同

時
に
関
西
支
部
は
設
立
８0
周
年
を
迎
え

た
。
関
西
支
部
で
は
記
念
事
業
の
一
つ

と
し
て
、
東
ネ
パ
ー
ル
北
東
部
へ
登
山

隊
を
派
遣
し
た
。

目
指
す
山
は
、
世
界
第
３
位
の
高
峰

カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ（
８
５
８
６
ｍ
）

を
盟
主
と
す
る
山
群
に
あ
る
ナ
ン
ガ
マ

リ
Ⅱ
峰（
６
２
０
９
ｍ
）と
ナ
ン
ガ
マ
リ

Ⅰ
峰（
６
５
４
７
ｍ
）。
Ⅰ
峰
は
ス
イ
ス

画
し
た
映
画『
神
々
の
山
嶺
』が
上
映
さ

れ
た
。『
山
の
日
』が
始
ま
っ
た
。ス
ポ
ー

ツ
・
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
が
、
２
０
２
０
年

東
京
五
輪
の
競
技
種
目
に
採
用
さ
れ
た
。

来
年
も
よ
り
よ
い
年
に
な
る
に
違
い
な

い
」と
杯
を
挙
げ
た
。会
食
を
挟
ん
で
全

国
33
支
部
の
会
員
の
紹
介
が
あ
っ
た
。

■
講
演
会
・
絵
画
展
・
図
書
交
換
会
等

晩
餐
会
に
先
立
ち
、
４
階
で
は
午
後

２
時
か
ら
海
外
登
山
の
報
告
、ま
た
、秩

父
宮
記
念
山
岳
賞
の
受
賞
記
念
講
演
会

が
開
か
れ
た
。
５
階
晩
餐
会
会
場
の
隣

で
は
絵
画
展
・
図
書
交
換
会
な
ど
が
行

な
わ
れ
た
。
資
料
映
像
委
員
会
は
マ
ナ

ス
ル
初
登
頂
60
周
年
を
記
念
し
、
貴
重

な
書
簡
な
ど
の
資
料
を
公
開
し
た
。
ネ

パ
ー
ル
政
府
の
登
山
許
可
証
、
２
次
隊

長
・
堀
田
弥
一
の
日
記
な
ど
。
日
記
に

は
サ
マ
で
の
問
題
勃
発
が
記
さ
れ
て
い

た
。
図
書
交
換
会
で
は
３
０
０
冊
の
山

岳
古
書
を
陳
列
販
売
。
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ

ブ
は
33
点
の
労
作
を
展
示
し
た
。

翌
日
の
懇
親
山
行
は
山
行
委
員
会
が

主
催
し
、
箱
根
外
輪
山
の「
乙
女
峠
・
丸

岳
・
芦
ノ
湖
展
望
台
」
へ
の

ハ
イ
キ
ン
グ
を
行
な
っ
た
。

（
文
・
髙
橋
重
之
、
写
真
・
奥

田
有
恒
）

講
演
会

■
日
本
山
岳
会
創
立
１
１
０

周
年
記
念
／
ゴ
ジ
ュ
ン
バ
氷

河
調
査
報
告

大
森
弘
一
郎

地
球
環
境
が
人
の
生
活
に

好
ま
し
く
な
い
方
向
に
進
ん

で
い
る
の
は
、
我
々
が
肌
で

感
じ
、
多
く
の
デ
ー
タ
が
示

し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
氷

河
の
変
化
を
通
し
て
、
さ
ら

に
そ
の
現
実
を
人
々
に
示
す

本年の新入会員を代表して挨拶する大島わかな会員
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隊
に
よ
っ
て
1４
年
に
登
ら
れ
て
い
る
が
、

Ⅱ
峰
は
未
踏
の
ま
ま
だ
っ
た
。

登
山
隊
は
、
こ
れ
ま
で
日
本
山
岳
会

が
行
な
っ
て
き
た
高
峰
登
山
の
伝
承
を

目
的
と
し
て
お
り
、「
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

塾
」
と
名
付
け
て
、
高
峰
登
山
経
験
者

と
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
が
初
め
て
と
い
う
若

手
会
員
が
登
山
・
生
活
を
と
も
に
し
、

登
山
技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
次
世
代
に
伝

え
る
試
み
で
あ
っ
た
。

登
山
隊
メ
ン
バ
ー
は
、
重
廣
隊
長
の

下
に
関
西
・
四
国
支
部
の
会
員
・
会
友

９
人
が
集
ま
っ
た
。
９
人
の
年
齢
は
26

歳
か
ら
69
歳
ま
で
。
い
ず
れ
も
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
経
験
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

期
間
は
、
２
０
１
６
年
ポ
ス
ト
・
モ

ン
ス
ー
ン
の
９
月
９
日
～
11
月
８
日
。

モ
ン
ス
ー
ン
明
け
が
年
々
遅
く
な
っ
て

い
る
こ
と
、
予
定
よ
り
低
い
場
所
に
ベ

ー
ス
キ
ャ
ン
プ
・
Ｃ
１
・
Ｃ
２
を
設
け

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
、
高
度
障
害

な
ど
で
２
名
の
隊
員
を
カ
ト
マ
ン
ズ
ま

で
降
ろ
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
期
日
ぎ

り
ぎ
り
の
登
頂
と
な
っ
た
。

10
月
17
日
は
零
時
に
起
床
し
、
２
時

過
ぎ
に
Ｃ
２
を
出
発
し
た
。
す
で
に
目

標
を
Ⅱ
峰
登
頂
に
絞
っ
て
い
た
。
コ
ル

（
５
９
９
０
ｍ
）ま
で
は
予
定
ど
お
り
の

時
間
内
に
到
着
。
そ
の
後
、
西
面
ゆ
え

の
夜
明
け
前
の
冷
え
込
み
も
あ
っ
て
ス

ピ
ー
ド
が
落
ち
た
が
、的
確
な
ル
ー
ト
・

フ
ァ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
適
切
な
ロ
ー
プ

や
ス
ノ
ー
バ
ー
の
補
充
な
ど
で
12
時
37

分（
日
本
時
間
1５
時
５2
分
）、
Ⅱ
峰
の
頂

に
到
達
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

会
報
次
号
で
詳
細
な
報
告
を
掲
載
す

る
予
定
で
あ
る
。

■
第
18
回
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
受
賞
記

念
講
演「
日
本
の
山
岳
信
仰
と
修
験
道
」

鈴
木
正
崇

日
本
列
島
で
生
活
す
る
人
々
の
精
神

文
化
を
育
ん
で
き
た
の
は
変
化
に
富
む

山
で
あ
り
、
思
想
や
哲
学
、
祭
り
や
芸

能
、
演
劇
や
音
楽
、
美
術
や
工
芸
な
ど

の
多
彩
な
展
開
に
大
き
な
役
割
を
果
た

し
て
き
た
。
そ
の
中
核
に
あ
っ
た
の
が

山
を
崇
拝
対
象
と
す
る
山
岳
信
仰
で
、

山
に
対
し
て
畏
敬
の
念
を
抱
き
、
神
聖

視
し
て
崇
拝
し
、
儀
礼
を
執
行
し
た
。

日
本
の
山
の
信
仰
の
特
徴
は
仏
教
と

の
融
合
で
あ
る
。
仏
教
に
は
山
林
寂
静

の
地
の
山
を
修
行
の
地
と
す
る
考
え
方

が
あ
り
、
僧
侶
が
山
で
修
行
す
る
こ
と

が
多
く
、
山
に
寺
を
建
立
し
た
。

日
本
各
地
に
開
山
伝
説
が
伝
わ
る
。

開
山
と
は
僧
や
行
者
が
前
人
未
踏
の
山

に
登
拝
し
て
祭
祀
や
祈
禱
を
行
な
う
こ

と
を
い
う
。
近
年
は
開
山
以
来
の
区
切

の
年
を
迎
え
る
山
が
多
い
。
２
０
１
６

年
は
勝
道
の
日
光
山
開
山
１
２
５
０
年
、

17
年
は
泰
澄
の
白
山
開
山
１
３
０
０
年
、

1８
年
は
金
蓮
の
伯
耆
大
山
開
山
１
３
０

０
年
と
続
く
。

山
の
信
仰
と
仏
教
の
融
合
に
は
、
山

で
霊
力
を
獲
得
す
る
修
行
を
行
な
っ
て
、

里
に
下
っ
て
加
持
祈
禱
を
し
て
民
衆
の

日
々
の
悩
み
に
対
処
し
て
き
た
修
験
道

の
影
響
が
大
き
か
っ
た
。「
修
験
」
と
い
う

言
葉
の
文
献
上
の
初
出
は
、
平
安
時
代

に
遡
る
が
、
役
行
者
を
開
祖
と
仰
い
で

修
行
形
態
を
整
え
た
の
は
鎌
倉
時
代
中

期
以
降
で
、
本
山
派（
天
台
系
、
聖
護
院

中
心
）と
当
山
派（
真
言
系
、醍
醐
三
宝
院

中
心
）に
二
分
化
さ
れ
て
、教
団
化
す
る

の
は
室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
で
あ
る
。

江
戸
時
代
中
期
以
降
は
、
庶
民
の
経

済
的
な
向
上
を
背
景
と
し
て
、
山
岳
登

拝
の
講
が
都
市
や
農
村
で
多
数
設
立
さ

れ
た
。
富
士
講
、
大
山
講
、
御
嶽
講
な

ど
で
、
精
進
潔
斎
の
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
山
に
民
衆
が
登
拝
し
た
。

１
８
６
８（
慶
應
４
）年
に
新
政
府
は

神
仏
判
然
令
を
通
達
し
、こ
れ
以
後
、神

仏
分
離
・
廃
仏
毀
釈
が
進
み
、
山
岳
信

仰
や
修
験
道
の
拠
点
は
大
き
な
打
撃
を

受
け
た
。
仏
教
寺
院
や
仏
像
が
大
量
に

破
壊
さ
れ
、
神
社
と
寺
院
は
強
引
に
分

離
さ
れ
た
。
１
８
７
２（
明
治
５
）年
に

政
府
は
、「
修
験
宗
廃
止
令
」に
よ
っ
て

神
仏
混
淆
の
修
験
道
を
解
体
し
た
。

現
代
の
大
き
な
変
動
は
、
山
岳
信
仰

や
修
験
道
に
関
わ
る
霊
山
や
祭
祀
・
芸

能
が
文
化
財
や
文
化
遺
産
と
さ
れ
る
動

き
が
顕
著
な
こ
と
で
あ
る
。
２
０
０
４

年
に「
紀
伊
山
地
の
霊
場
と
参
詣
道
」が

世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
そ
の
中

に
高
野
山
・
吉
野
山
・
大
峯
山
・
熊
野

山
が
含
ま
れ
た
。
13
年
に
は
「
富
士
山

　
　

信
仰
の
対
象
と
芸
術
の
源
泉
」
が

登
録
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
流
れ
の
中
で
、

16
年
８
月
11
日
に
山
の
日
が
国
民
の
祝

日
に
設
定
さ
れ
た
こ
と
は
、
長
い
歴
史

を
持
つ
日
本
の
山
岳
信
仰
や
修
験
道
を

見
直
す
契
機
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

（
講
演
会
の
報
告
は
、そ
れ
ぞ
れ
い
た
だ

い
た
レ
ジ
メ
な
ど
を
基
に
構
成
し
た
。

文
・
髙
橋
重
之
）

ナンガマリⅡ峰の登山報告をする重廣隊長ら



山　859−２０16・1２・２０（第三種郵便物認可）

■5

各
支
部
で
の
登
山
教
室
運
営
に
お
け

る
リ
ー
ダ
ー
育
成
の
た
め
に
、
地
方
支

部
で
出
前
講
習
会
を
開
催
す
る
構
想
の

初
回
と
し
て
、
宮
城
支
部
の
全
面
的
な

協
力
の
下
、
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
に
参
加
を

呼
び
掛
け
、
平
成
2８
年
10
月
1５
日
㈯
・

16
日
㈰
の
２
日
間
、
仙
台
の
奥
座
敷
と

し
て
知
ら
れ
る
秋
保
温
泉
・
岩
沼
屋
ホ

テ
ル
お
よ
び
ホ
テ
ル
近
辺
の
里
山
で
講

習
会
を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
宮
城
支

部
1５
名
の
ほ
か
青
森
支
部
１
名
、
秋
田

支
部
３
名
、
岩
手
支
部
２
名
、
山
形
支

部
１
名
、
福
島
支
部
１
名
、
そ
の
他
首

都
圏
な
ど
３
名
の
26
名
で
、
期
待
ど
お

り
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
各
支
部
か
ら
の
参
加

を
得
て
の
講
習
会
と
な
っ
た
。

初
日
は
ホ
テ
ル
に
集
合
後
、
ホ
テ
ル

内
の
会
議
室
で
座
学
講
習
を
行
な
っ
た
。

内
容
は
野
口
い
づ
み
講
師
の
「
山
の
医

療
と
対
策
」、
宮
崎
紘
一
講
師
の「
地
図

読
み
・
道
迷
い
対
策
」、
そ
し
て
松
原
尚

之
ガ
イ
ド
に
よ
る「
登
山
の
安
全
管
理
」

の
３
講
座
が
行
な
わ
れ
た
。
野
口
講
師

の
話
は
、
山
で
発
病
す
る
こ
と
の
多
い

心
臓
や
脳
に
関
す
る
病
気
に
も
言
及
。

特
に
ハ
チ
刺
さ
れ
に
つ
い
て
は
関
心
が

高
か
っ
た
。
携
帯
す
る
薬
品
や
器
具
に

関
す
る
説
明
は
実
用
的
で
、
参
加
者
は

興
味
を
持
っ
て
聞
い
て
い
た
。
宮
崎
講

師
の
講
義
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
入
手
で
き
る
地
図
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア

に
関
す
る
関
心
が
高
か
っ
た
。
参
加
者

の
多
く
が
初
め
て
聞
く
内
容
で
、
新
鮮

だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
と
り
わ
け
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
デ
モ
は
効
果
的

だ
っ
た
。
松
原
ガ
イ
ド
は
、
登
山
教
室

の
運
営
に
つ
い
て
、
山
行
の
立
案
か
ら

始
ま
っ
て
装
備
、
実
施
、
非
常
時
の
対

応
に
至
る
ま
で
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
実

例
を
交
え
な
が
ら
説
明
し
た
。
緊
急
時

に
役
立
つ
装
備
品
に
関
す
る
説
明
は
実

用
的
で
、
参
加
者
は
大
い
に
興
味
を
持

っ
て
い
た
。

夕
食
後
の
ホ
テ
ル
の
宴
会
場
で
の
懇

親
会
は
席
間
の
距
離
が
離
れ
て
お
り
、

や
や
話
し
に
く
い
と
こ
ろ
は
あ
っ
た
が
、

懇
親
会
の
後
の
客
室
で
の
二
次
会
で
は
、

腹
を
割
っ
て
親
密
な
話
が
で
き
た
。
高

校
な
ど
で
指
導
経
験
の
あ
る
会
員
の
話

や
、
各
支
部
で
若
年
層
を
取
り
入
れ
る

こ
と
の
難
し
さ
な
ど
の
話
も
話
題
に
上

っ
た
。

翌
日
は
ホ
テ
ル
か
ら
移
動
し
て
、
石

切
り
場
の
あ
る
里
山
の
広
場
で
、
松
原

ガ
イ
ド
に
よ
る
「
登
山
の
安
全
管
理
と

危
急
時
対
策
」
と
題
し
て
実
技
講
習
が

行
な
わ
れ
た
。
内
容
は
、
ツ
ェ
ル
ト
の

使
い
方
、危
急
時
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
、懸

垂
下
降
の
実
習
、
背
負
い
搬
送
の
方
法
、

ザ
ッ
ク
担
架
を
学
ん
だ
。

講
師
が
非
常
時
に
最
も
役
に
立
つ
道

具
と
し
て
挙
げ
た
ツ
ェ
ル
ト
を
、
実
際

に
張
り
な
が
ら
説
明
し
た
。
参
加
者
の

持
っ
て
き
た
ツ
ェ
ル
ト
を
使
っ
て
、
参

加
者
自
身
も
設
営
す
る
。
実
際
に
ツ
ェ

ル
ト
を
張
っ
た
こ
と
の
な
い
受
講
者
も

多
か
っ
た
の
で
、有
意
義
で
あ
っ
た
。ロ

ー
プ
ワ
ー
ク
は
、
基
本
的
な
ロ
ー
プ
の

縛
り
方
を
講
習
し
た
の
ち
に
最
近
の
用

具
を
紹
介
し
て
、
使
い
方
の
講
習
を
受

け
る
。
新
し
い
用
具
は
初
め
て
見
る
受

講
生
が
多
く
、
使
い
方
の
容
易
さ
や
効

果
に
感
心
し
て
い
た
。
簡
易
ハ
ー
ネ
ス

の
作
り
方
の
講
習
は
、
参
加
者
全
員
が

持
参
し
た
カ
ラ
ビ
ナ
と
ス
リ
ン
グ
を
使

っ
て
作
っ
た
。
要
救
護
者
を
引
き
上
げ

る
と
き
に
使
用
す
る
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
の

講
習
で
は
、
カ
ラ
ビ
ナ
や
滑
車
付
き
の

カ
ラ
ビ
ナ
を
使
い
、
重
量
物
の
引
き
上

げ
方
法
を
学
ん
だ
。
簡
易
ハ
ー
ネ
ス
と

Ａ
Ｔ
Ｃ
を
利
用
し
て
10
ｍ
ほ
ど
の
懸
垂

下
降
を
参
加
者
全
員
が
体
験
し
た
。
カ

ラ
ビ
ナ
、
ス
リ
ン
グ
、
ス
ト
ッ
ク
、
雨

具
を
利
用
し
た
背
負
い
搬
送
の
方
法
も

R
EP
O
R
T

第
４
回
登
山
教
室
指
導
者
養
成
講
習
会
を

宮
城
県
・
秋
保
温
泉
で
開
催支部

事
業
委
員
会　

武
藤
篤
生

座学による講習会で熱心に聴講する参加者たち

登山医療についてレクチャーする野口講師
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大
変
有
意
義
だ
っ
た
講
習
会

今
回
は
参
加
を
迷
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
先
輩
か
ら
の
お
誘
い
も
あ
り
参
加

し
ま
し
た
が
、
講
習
会
は
大
変
有
意
義

で
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。目
的
の「
日
本

山
岳
会
の
活
性
化
・
次
期
リ
ー
ダ
ー
育

成
・
登
山
の
す
ば
ら
し
さ
や
安
全
な
登

山
を
実
践
で
き
る
資
質
を
具
え
た
会
員

の
増
強
・
支
部
活
動
の
一
層
の
発
展
に

資
す
る
こ
と
」
を
意
識
し
て
講
義
を
拝

聴
し
ま
し
た
。

講
習
会
の
内
容
は
初
日
は
座
学
、
翌

日
は
実
技
講
習
で
し
た
。

最
初
は
野
口
い
づ
み
講
師
に
よ
る

「
山
の
医
療
と
救
急
対
策
」
に
つ
い
て
。

日
本
登
山
医
学
会
理
事
の
先
生
だ
け
に

「
登
山
で
注
意
す
る
病
気
」「
登
山
で
起

こ
り
や
す
い
体
の
不
良
と
ト
ラ
ブ
ル
」

「
ケ
ガ
発
生
時
の
素
早
い
処
置
」を
勉
強

し
ま
し
た
。
特
に
ハ
チ
刺
さ
れ
の
お
話

は
、
す
ば
や
く
逃
げ
る
対
応
や
ハ
チ
の

感
じ
る
色
の
お
話
な
ど
、
ま
た
現
場
の

映
像
を
リ
ア
ル
に
見
る
こ
と
が
で
き
て
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
医
学
の
専

門
的
な
話
な
が
ら
も
分
か
り
や
す
く
、

日
常
生
活
に
も
活
か
せ
る
内
容
で
、

「
山
の
病
気
と
ケ
ガ
」は
即
実
践
し
た
い

こ
と
ば
か
り
で
す
。

次
は
宮
崎
紘
一
講
師
よ
り
「
地
図
読

み
・
道
迷
い
対
策
」に
つ
い
て
。

「
安
全
な
山
登
り
の
た
め
の
地
図
読

み
」と「
道
迷
い
対
策
の
事
前
準
備
」は

具
体
的
か
つ
実
践
必
須
の
内
容
で
、
特

受
講
。
実
際
に
背
負
っ
て
み
て
背
負
い

や
す
さ
を
実
感
す
る
。
ザ
ッ
ク
を
使
っ

て
担
架
を
作
り
、
実
際
に
搬
送
を
し
て

み
た
。

支
部
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
に
今
回
の
よ
う

な
講
習
会
を
行
な
う
こ
と
に
つ
い
て
は
、

非
常
に
歓
迎
さ
れ
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
単
位

で
懇
親
会
を
行
な
っ
た
こ
と
は
あ
る
が
、

今
回
の
よ
う
に
あ
る
目
的
を
持
っ
て
イ

ベ
ン
ト
を
行
な
う

こ
と
が
な
か
っ
た

の
で
、
一
つ
の
目

的
を
掲
げ
て
活
動

す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
連
帯
感
を
持

つ
こ
と
が
で
き
た
。

講
習
会
を
行
な
う

際
に
、
地
方
で
は

講
師
の
確
保
が
難

し
い
よ
う
で
あ
っ

た
。
特
に
プ
ロ
の

ガ
イ
ド
に
よ
る
最

新
の
道
具
や
技
術

の
紹
介
に
つ
い
て

は
有
用
で
あ
っ
た
。

今
回
の
講
習
会

を
成
功
裏
に
終
了

で
き
た
の
は
、
宮

城
支
部
の
皆
さ
ん

の
協
力
の
た
ま
も

の
だ
と
感
謝
し
て
い
る
。
特
に
高
橋
二

義
会
員
に
は
、
準
備
か
ら
当
日
の
進
行

ま
で
、
す
べ
て
に
わ
た
り
ご
尽
力
い
た

だ
い
た
。
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。

実
技
講
習
終
了
後
、
参
加
者
一
同
で

車
座
に
な
っ
て
昼
食
の
お
弁
当
を
い
た

だ
い
た
後
に
反
省
会
が
行
な
わ
れ
、
和

や
か
な
う
ち
に
今
回
の
講
習
会
を
終
了

し
た
。

ツェルトの張り方の実技講習を受ける

カラビナとスリングを使って簡易ハーネスを作る

ザックを利用して負傷者を搬送する実習
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り
は
、
自
分
だ
け
で
実
行
で
き
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
気
付
か
さ
れ

ま
し
た
。

そ
し
て
松
原
尚
之
講
師
に
よ
る
「
登

山
の
安
全
管
理
」に
つ
い
て
。

「
危
急
時
の
対
処
方
法
」道
迷
い
、ビ
バ

ー
ク
、
フ
ァ
ー
ス
ト
エ
イ
ド
・
キ
ッ
ト

な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
プ
ロ
の

登
山
ガ
イ
ド
の
先
生
だ
け
あ
り
、
実
践

的
な
内
容
で
し
た
。「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
よ
る
情
報
収
集
」「
地
図
の
準
備
、

天
候
や
風
速
の
事
前
調
査
」「
国
土
地

理
院
地
図
の
上
手
な
収
集
活
用
」な
ど
、

準
備
を
入
念
に
行
な
う
大
切
さ
が
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

松
原
講
師
は
、
登
山
ガ
イ
ド
を
職
業

に
し
て
い
る
だ
け
に
、
お
客
様
の
安
全

を
最
優
先
に
考
え
て
お
ら
れ
る
方
だ
と
、

感
心
し
ま
し
た
。
翌
日
の
実
技
講
習
も

精
力
的
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
特
に
登

山
用
具
の
活
用
方
法
・
重
要
性
に
つ
い

て
の
講
話
や
、
参
加
者
全
員
へ
の
実
践

指
導「
危
急
時
の
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
」で
は
、

私
の
知
ら
な
か
っ
た
オ
ー
ト
ブ
ロ
ッ
キ

ン
グ
・
ム
ン
タ
ー
と
い
う
新
た
な
技
術

を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ザ
ッ
ク

３
個
を
活
用
し
た
搬
送
手
法
も
新
し
い

も
の
で
、
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

最
後
に
、
改
め
て
登
山
に
対
し
て

「
心
・
技
・
体
」の
大
切
さ
、
そ
し
て
道

具
と
技
術
の
事
前
準
備
の
重
要
性
を
学

ぶ
こ
と
が
で
き
た
、
大
変
有
意
義
な
講

習
会
で
し
た
。
開
催
に
あ
た
っ
て
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
講
師
の
先
生
方
、
関
係

者
各
位
、
参
加
会
員
の
皆
様
に
は
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

（
宮
城
支
部　

永
浜
洋
光
）

に
地
図
読
み
は
「
習
う
よ
り‥

慣
れ
ろ
」

が
基
本
だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。
事
前
に

地
図
か
ら
地
形
を
想
定
す
る
勉
強
が
大

切
で
、現
地
で
は
コ
ン
パ
ス
を
使
い
、地

図
を
正
置
し
て
地
形
照
合
を
す
る
こ
と

な
ど
が
地
図
読
み
の
基
本
で
、
最
良
の

装
備
は「
気
力
と
体
力
の
鍛
錬
」で
あ
る

こ
と
も
学
び
、「
安
全
で
楽
し
い
山
登

り
」
に
活
か
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
宮
崎
講
師
と
は
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
な

お
話
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

私
が「
宮
崎
先
生
、今
年
は
30
回
近
く
登

山
に
出
掛
け
ま
し
た
」と
言
う
と
、宮
崎

先
生
か
ら「
山
登
り
同
様
に
、家
庭
も
大

切
に
し
て
下
さ
い
ね
」
と
ご
指
導
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
安
全
で
楽
し
い
山
登

平成28年度　第5回　登山教室指導者養成講習会
募　集　要　項

日本山岳会支部事業委員会

目　　的　‥支部で運営される登山教室リーダー育成のための支援事業として、
冬山・春山において必要な知識と技術を学ぶ指導者養成講習会を、昨
年に引き続き「安藤百福センター」で開催いたします。登山のすばら
しさを語り、安全登山を実践できるスキルを具えた会員を増強する
ことにより、支部活動をより一層活性化させましょう。全国各支部か
ら奮ってご参加下さい。

主　　催　公益社団法人日本山岳会　支部事業委員会
日　　時　平成29年3月４日（土）・５日（日）
場　　所　‥安藤百福記念　自然体験活動指導者養成センター‥

長野県小諸市大久保1100　JR小諸駅よりタクシー 10分
内　　容　【座学講習】　４日（土）

◆冬山・春山における遭難例と事故防止策（仮題）
　講師：宮﨑茂男氏（長野県警察山岳遭難救助隊隊長）
◆冬から春の山岳気象予報の活用法（仮題）
　講師：猪熊隆之氏（気象予報士、ヤマテン社長）
◆積雪期登山における安全管理（仮題）
　講師：黒沢　徹氏（山岳ガイド・ステージⅠ）
　＊夕食後、講師を囲んでの懇親会を予定しています。
【実技講習】　５日（日）
◆篭ノ登山登山と実技講習（スノーシュー体験など）
　講師：黒沢　徹氏（山岳ガイド・ステージⅠ）

日　　程　3月４日（土）　13：00集合　開講式ののち講義ほか
3月５日（日）　貸切バスを利用して車坂峠へ。篭ノ登山登山ととも
に実技講習。16：00百福センター帰着、16：30解散予定

参加資格　‥日本山岳会会員で、積雪期登山のリーダーを目指す者。山岳保険に加
入している者。

参加費用　‥13,000円（概算）宿泊費・食事２食・現地交通費・資料代を含む‥ ‥
＊参加者の人数により現地交通費（貸切バス代）が変わる可能性があ
ります。なお、参加費は受付時に集金いたします（お釣銭のないよう
にお願いします）。

募集人数　20名
締 切 日　平成2８年２月10日（金）　定員になり次第締め切ります。
申込み方法　別紙申込書に記載し、メールにて下記あてにお送りください。
申 込 み／‥問合せ先　支部事業委員会　武藤篤生まで‥

ｅメール　dr.mutoh@gmail.com
そ の 他　‥スノーシューのレンタルがありますので、ご希望者はお申込み下さい。‥

５日の篭ノ登山登山の昼食（行動食）は各自でご用意ください。
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間
関
係
が
心
に
残
り
ま
し
た
」
と
感
想

が
あ
っ
た
。
お
そ
ら
く
ほ
か
の
参
加
者

に
と
っ
て
も
最
も
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、

こ
の
パ
ー
テ
ィ
の
人
間
関
係
が
い
か
に

濃
い
も
の
だ
っ
た
か
、
で
あ
る
。

村
井
氏
に
よ
る
命
懸
け
の
救
出
劇
、

そ
し
て
倒
れ
た
村
井
氏
や
凍
傷
を
負
っ

た
成
川
氏
へ
の
隊
員
た
ち
に
よ
る
サ
ポ

ー
ト
、
登
頂
へ
の
執
念
と
疲
労
困
憊
の

ア
タ
ッ
ク
隊
が
決
め
た
撤
退
―
―
。『
幻

想
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
』
に
描
か
れ
た
物
語
が
、

の
ち
の
私
た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
こ
と

は
大
き
い
。
山
に
懸
け
る
貪
欲
な
熱
意
、

生
死
を
と
も
に
す
る
パ
ー
テ
ィ
の
友
情

と
厳
し
さ
、高
所
登
山
の
難
し
さ
、安
全

登
山
へ
の
示
唆
な
ど
。

「
僕
は
村
井
や
（
同
隊
の
）
松
浦
輝
夫
さ

10
月
か
ら
Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

の
メ
ン
バ
ー
を
中
心
に
し
た
「
山
の
読

書
会
」が
始
ま
っ
た
。我
が
国
で
愛
さ
れ

て
き
た
山
の
名
著
を
通
じ
て
先
の
岳
人

に
学
び
、
私
た
ち
自
身
の
登
山
を
考
え

る
。
古
典
的
名
著
も
す
で
に
版
元
品
切

れ
に
な
っ
て
久
し
い
も
の
が
あ
り
、
Ｙ

Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
世
代
に
は
知
ら
れ
て
い
な
い

場
合
も
あ
る
。
古
い
本
も
含
め
て
、
も

っ
と
山
の
本
に
親
し
ん
で
も
ら
い
た
い

と
始
ま
っ
た
も
の
だ
。

開
催
す
る
の
は
毎
月
第
３
木
曜
日
の

夜
。
幹
事
役
が
指
定
す
る
山
の
名
著
１

冊
を
課
題
図
書
と
し
て
読
ん
で
く
る
こ

と
が
条
件
だ
。当
日
、皆
で
そ
の
感
想
や

疑
問
に
思
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し
合
う
。

初
回
は『
日
本
百
名
山
』（
深
田
久
弥‥

著
）で
、そ
れ
ぞ
れ
が
登
っ
た
百
名
山
の

こ
と
、
深
田
久
弥
に
と
っ
て
の
登
山
が

ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
と
考
え
る
か
、

な
ど
に
つ
い
て
楽
し
く
議
論
し
た
。

次
の
11
月
回
は『
幻
想
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
』

（
村
井
葵
著
）で
あ
っ
た
。
ゲ
ス
ト
と
し

て
、
本
書
に
描
か
れ
た
当
事
者
で
あ
り
、

執
筆
に
も
関
わ
っ
た
本
会
の
成
川
隆
顕

氏
が
お
越
し
く
だ
さ
っ
た
の
で
、
そ
の

様
子
を
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

ん
、
故
人
も
含
め
て
仲
間
た
ち
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。滑
落
し
た
こ
と
は
す
ま
ん
、と

思
う
。
で
も
、逆
の
立
場
だ
っ
た
ら
、僕
は

同
じ
よ
う
に
仲
間
を
助
け
た
で
し
ょ
う
」。

成
川
氏
が
ロ
ー
ツ
ェ
の
パ
ー
テ
ィ
に
、
ど

れ
ほ
ど
感
謝
と
尊
敬
の
気
持
ち
を
持
っ

て
過
ご
し
て
こ
ら
れ
た
か
。
全
員
が
静
か

に
耳
を
傾
け
た
。

今
回
の
読
書
会
で
、
村
井
氏
が
こ
の

本
を
書
き
残
し
て
く
れ
た
こ
と
を
、
改

め
て
あ
り
が
た
く
思
っ
た
。
こ
の
本
を

読
め
ば
、
ロ
ー
ツ
ェ
登
山
に
懸
け
た
パ

ー
テ
ィ
の
情
熱
や
教
訓
が
何
度
も
甦
り
、

多
く
の
人
に
展
開
す
る
。

読
書
会
を
き
っ
か
け
に
し
て
、
会
の

大
先
輩
で
あ
る
成
川
氏
か
ら
貴
重
な
話

を
伺
え
た
こ
と
、
さ
ら
に
仲
間
た
ち
と

共
有
で
き
た
こ
と
が
嬉
し
い
。

た
く
さ
ん
の
山
の
本
と
出
会
う
こ
と

を
楽
し
み
に
、
山
と
山
の
先
輩
方
に
学

ぶ
読
書
会
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

以
降
の
予
定
は
、
第
３
回（
12
月
1５
日
）

井
上
靖
著
『
氷
壁
』／
ゲ
ス
ト
・
尾
上
昇

氏
、
第
４
回（
１
月
19
日
）イ
ザ
ベ
ラ
・

バ
ー
ド
著『
日
本
紀
行
』『
日
本
奥
地
紀

行
』、第
５
回（
２
月
16
日
）尾
崎
喜
八
著

『
山
の
絵
本
』、
第
６
回（
３
月
16
日
）鈴

木
正
崇
著『
山
岳
信
仰
』。
４
月
以
降
は

未
定
。‥

（
新
井
梓
）

説
明
す
る
ま
で
も
な
い
が
、
本
書
は

１
９
６
５
年
、
早
稲
田
大
学
山
岳
部
を

中
心
と
し
た
若
者
た
ち
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ

の
ロ
ー
ツ
ェ
・
シ
ャ
ー
ル
（
８
３
８
３
ｍ
）

に
挑
戦
し
た
記
録
で
あ
る
。
７
０
０
０

ｍ
付
近
で
滑
落
し
た
成
川
氏
を
救
助
し

た
後
、
倒
れ
て
一
時
意
識
障
害
と
な
っ

た
村
井
氏
が
、
帰
国
後
に
記
憶
の
糸
を

手
繰
り
寄
せ
な
が
ら
、ロ
ー
ツ
ェ
登
山
で

自
身
と
パ
ー
テ
ィ
に
何
が
起
こ
っ
た
の

か
を
も
う
一
度
筆
で
た
ど
っ
た
も
の
だ
。

読
書
会
の
冒
頭
か
ら
、
参
加
者
の
読

後
感
想
が
続
く
。

「
ま
ず
、
登
山
口
に
た
ど
り
着
く
ま
で

の
遠
さ
に
驚
き
ま
し
た
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
！
」「
山
域
に
入
る

ま
で
の
楽
し
い
旅
の
様
子
や
、
山
々
の

景
色
が
目
に
浮
か
ぶ
よ
う
で
し
た
」

本
書
は
登
山
口
に
至
る
ま
で
の
ア
プ

ロ
ー
チ
の
様
子
も
丁
寧
に
描
か
れ
て
お

り
、
若
者
が
夢
の
頂
に
向
か
っ
て
活
き

活
き
と
歩
を
進
め
る
様
子
が
目
に
浮
か

ぶ
。
成
川
氏
か
ら
は
、
５0
年
以
上
前
の

海
外
登
山
が
い
か
に
困
難
だ
っ
た
か
、

出
発
に
漕
ぎ
着
け
る
ま
で
の
ウ
ラ
話
な

ど
も
伺
う
こ
と
が
で
き
た
。

あ
る
参
加
者
か
ら
「
命
を
懸
け
た
人

終了間際まで成川さんに質問が続いた

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ
Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ
「
山
の
読
書
会
」

村
井
葵
著『
幻
想
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
』を
読
む

http://jac.or.jp/youthclub/post.htm
l
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Ｈ
Ｃ
の
本
部
がM

um
bai

に
あ
る
こ

と
は
先
回
述
べ
た
が
、
今
回
は
Ｈ
Ｃ
の

組
織
と
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
関
わ
り
合
い
に
つ
い

て
概
要
を
紹
介
し
た
い
。
な
お
、
Ｈ
Ｃ

の
組
織
の
詳
細
に
つ
い
て
は
次
の
Ｈ
Ｃ

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

https://w
w
w
.him
alayanclub.org/

about-us/an-introduction/

会
長
（P

resident

）
はM

r.‥T
anil‥

K
ilachand‥

で
、
そ
の
下
に
副
会
長

（V
ice‥P

resident

）が
３
人
お
り
、Mr.‥

D
ivyesh‥M

uni

、M
r.‥M

otup‥
C
hew
ang

、D
r.‥K
allol‥D

as

で
あ
る
。

M
r.D
.M
uni

はM
um
bai

を
起
点
と
し

て
、東
部
カ
ラ
コ
ル
ム
な
ど
で
最
も
ア
ク

テ
ィ
ブ
に
登
山
を
実
施
し
て
い
る
人
で
、

丁
寧
な
登
山
報
告
を
こ
ま
め
に
雑
誌
に

発
表
し
て
い
る
の
で
、ご
存
じ
の
日
本
人

も
多
い
と
思
う
。Mr.‥M
.C
hew
ang‥

は

ラ
ダ
ッ
ク
で
一
番
大
き
い
登
山
・
ト
レ

ッ
キ
ン
グ
会
社
の
代
表
で
も
あ
り
、レ

ー
に
も
事
務
所
が
あ
り
、
お
世
話
に
な

っ
た
日
本
か
ら
の
登
山
隊
も
多
い
。Dr.‥

K
.D
as

はK
olkata

に
在
住
し
て
お
り
、

Ｈ
Ｃ
のK

olakata

支
部
の
世
話
を
し
て

い
る
。
事
務
局
長
と
も
い
う
べ
き
秘
書

（H
on.S
ecretary

）
は
女
性
の‥M

s.‥
N
andini‥P

urandare

で
、
財
務
担
当

（H
on.‥T

reasurer

）
は‥M

r.‥D
eepak‥

B
him
ani

で
あ
る
。
名
誉
会
長

（P
resident‥E

m
eritus

）Dr.‥M
.‥S
.‥

G
ill‥

と
名
誉
編
集
長
（E
ditor‥

E
m
eritus

）Mr.‥H
arish‥K

apadia‥

が

お
目
付
役
と
し
て
在
籍
し
て
い
る
。

M
r.‥H
.‥K
apadia

は
２
０
０
８
年
に

２
度
目
の
来
日
を
し
た
が
、
氏
の
豊
富

な
イ
ン
ド
・
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
登
山
経
験
と

知
識
を
知
る
人
は
多
い
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ

Ｃ
と
の
合
同
登
山
隊
の
イ
ン
ド
側
隊
長

と
し
て
シ
ア
チ
ェ
ン
氷
河
に
入
り
、

P
adm
anabh

（
７
０
３
０
ｍ
）
の
初
登

頂
に
成
功
、
ま
た
、Karakoram

‥P
ass

（
５
６
７
１
ｍ
）を
往
復
し
、Col.Italia

（
ｃ
．
６
１
０
０
ｍ
）を
越
え
る
な
ど
、

広
く
周
辺
を
探
査
し
た
。

イ
ン
ド
各
地
の
役
員
（H

onorary‥
L
ocal‥S

ecretaries‥-India

）
は
名
前

を
拳
げ
る
に
と
ど
め
る
が
、Ｊ
Ａ
Ｃ‥

会

員
で
ご
存
じ
の
方
も
あ
る
と
思
う
。

M
r.‥H
im
anshu‥P

andey

（A
lm
ora

）、

M
r.‥K
amlesh‥V

enugopal

（Bangalore

）、

M
r.D
orjee‥L

hatoo‥

（D
arjeeling,‥

H
im
alayan‥M

ountaineering‥
Institute

）、M
r.‥M

aninder‥K
ohli‥

（D
elhi

）、M
r.‥N
iloy‥C

hakroborty‥

（K
olkata

）、M
r.‥M

otup‥C
hew
ang‥

（L
eh

・
兼
任
）、Mr.‥M

ahavir‥T
hakur‥

（M
anali,W

.H
.M
.I.,M

anali

）、M
r.‥

S
tephen‥A

lter‥

（M
ussoorie

）、D
r.‥

R
agunath‥G

odbole‥

（P
une

）、M
r.‥

D
eepak‥S

anan‥

（S
him
la

）、M
r.‥

D
epender‥P

anw
ar‥

（U
ttarkashi

）、

M
r.‥Y
am
den‥L

aba‥

（Im
phal

）と
、
ほ

ぼ
イ
ン
ド
全
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
。

外
国
の
役
員
（H

onorary‥L
ocal‥

S
ecretaries‥-A

broad

）は
、
次
の
よ
う

な
人
が
任
命
さ
れ
て
い
る‥M

r.G
arry‥

W
eare

（A
ustralia

）、M
r.‥C
laude‥

G
ardier

（F
rance

）、M
r.M
ikio‥

K
am
inaga

（Japan

）、Mr.‥B
ae‥S
eung‥

Y
oul

（K
orea

）、Mr.‥John‥N
ankervis‥

（N
ew
‥Z
ealand

）、M
r.‥N
azir‥S

abir‥

（P
akistan

）、M
r.‥Jose‥P

aytubi‥

（S
pain

）、D
r.‥S.A

.‥C
raven‥

（S
outh‥

A
frica

）、M
r.‥A

ke‥N
ilsson‥

（S
w
eden

）、M
r.‥E
ric‥B

ernhardt‥
（S

w
itzerland

）、M
r.‥D
erek‥B

uckle‥

（U
.K
.

）、M
r.‥D

onald‥G
oodm

an

（U
.S
.A
.,W
.A
.

）、M
r.‥P
addy‥Iyer‥

（U
.S.A
.,‥C
alifornia

）で
あ
る
。

日
本
の
役
員
の
神
長
幹
雄
氏
は
、
初

代
の
松
田
雄
一
氏
、
２
代
目
の
尾
形
好

雄
氏
に
続
く
３
代
目
で
、『
山
岳
』の
編

集
長
と
い
う
要
職
に
あ
り
な
が
ら
、
今

後
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
と
Ｈ
Ｃ
の
橋
渡
し
を
し
て

い
た
だ
け
る
も
の
と
期
待
し
て
い
る
。

パ
キ
ス
タ
ン
の
役
員
で
シ
ム
シ
ャ
ー

ル
出
身
のM

r.‥N
.S
abir‥

は
パ
キ
ス
タ

ン
の
最
も
有
名
な
登
山
家
で
、
パ
キ
ス

タ
ン
山
岳
会
役
員
で
あ
り
異
色
な
人
事

で
あ
る
が
、
イ
ン
ド
・
パ
キ
ス
タ
ン
の

国
境
地
帯
で
あ
る
シ
ア
チ
ェ
ン
氷
河
源

流
を
国
際
的
な
平
和
公
園
に
し
よ
う
と

い
う
願
い
を
持
っ
て
い
る
。
残
念
な
が

ら
ま
だ
実
現
し
て
は
い
な
い
が
、
イ
ン

ド
軍
主
催
に
よ
る
、
イ
ン
ド
の
民
間
人

を
対
象
と
し
て
シ
ア
チ
ェ
ン
氷
河
の
約

60
㎞
を
20
日
間
で
歩
く
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

が
実
施
さ
れ
て
い
た
り
し
て
、
希
望
が

持
て
る
。
な
お
、シ
ア
チ
ェ
ン
氷
河
源
流

の
イ
ン
ド
側
はK

arakoram
‥W
ildlife‥

S
anctuary

、パ
キ
ス
タ
ン
側
はC

entral‥
K
arakoram

‥N
ational‥P

ark

と
し
て

２
０
０
３
年
ご
ろ
か
ら
制
定
さ
れ
て
お

り
、こ
れ
を
連
携
し
てtransboundary‥

P
eace‥P

ark‥

と
し
て
制
定
し
よ
う
と

い
う
雄
大
な
構
想
で
あ
る
。
平
和
公
園

の
構
想
は
左
記
を
参
照
さ
れ
た
い
。

http://w
w
w
.harishkapadia.com

/
dow
nloads/siachen-peace-park-

proposal.pdf#search=%
27S
iache

n+G
lacier+P

eace+P
ark%

27

連
載　

日
本
山
岳
会
と
ヒ
マ
ラ
ヤ
ン
・
ク
ラ
ブ
の
こ
と

2
Ｈ
Ｃ
の
組
織
と
Ｊ
Ａ
Ｃ

沖
允
人
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良
の
た
め
に
急
遽
、
栗
林
一
路
Ｏ
Ｂ
に

交
替
。
準
備
中
に
ア
ラ
ス
カ
州
政
府
事

務
所
を
訪
ね
た
こ
と
が
あ
っ
た
が
、そ
の

と
き
に
何
人
か
の
隊
員
が
遅
刻
し
て
先

生
か
ら
厳
し
く
叱
責
さ
れ
た
。
日
ご
ろ

の
温
厚
な
人
柄
の
中
に
隠
し
持
た
れ
た

厳
格
な
一
面
を
垣
間
見
た
思
い
だ
っ
た
。

そ
の
後
、幼
く
し
て
ご
子
息
は
亡
く
な

り
、
留
年
２
年
目
の
私
は
、
雑
誌
編
集
の

仕
事
の
合
間
に
そ
の
追
悼
集『
善
か
つ
忠

な
る
僕
』の
編
纂
を
し
た
。
こ
の
こ
ろ
先

生
は
日
野
市
に
ご
自
宅
を
新
築
、
同
じ

日
野
市
に
住
ん
で
い
た
私
の
妹
が
請
わ

れ
て
、先
生
の
娘
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
の
出
張

レ
ッ
ス
ン
に
通
っ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。

先
生
の
編
著
、『
コ
ン
サ
イ
ス
日
本

山
名
辞
典
』（
三
省
堂
、
改
訂
後
は『
事

典
』に
）、『
山
を
読
む
事
典
』（
東
京
堂

出
版
）、『
新
岳
人
講
座
』全
９
巻（
東
京

新
聞
出
版
局
）
な
ど
の
執
筆･

編
集
を
、

微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ

い
た
こ
と
も
懐
か
し
い
。

青
山
学
院
大
学
で
は
人
文
地
理
学
、

観
光
論
な
ど
の
教
授
を
歴
任
さ
れ
、
一

方
で
は
一
般
体
育
実
技
の
シ
ー
ズ
ン･

コ
ー
ス
に
登
山
を
導
入
、
そ
の
授
業
の

夏
山
登
山
で
は
、
穂
高
な
ど
に
何
年
か

ご
一
緒
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
。ま
た
、先

生
は
様
々
な
関
連
分
野
の
学
会
で
も
活

躍
な
さ
り
、
２
０
１
４
年
ま
で
は
、
日

本
山
岳
文
化
学
会
の
副
会
長
を
何
年
か

務
め
て
お
ら
れ
た
。

た
だ
、ご
専
門
以
外
の
フ
ィ
ー
ル
ド
で

も
山
か
ら
旅
、観
光
ま
で
広
汎
な
分
野
へ

の
ご
関
心
と
好
奇
心
か
ら
か
、役
職
と
は

無
関
係
に
方
々
の
活
動
に
踏
み
込
ん
で

お
ら
れ
た
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
も
手
伝

っ
て
、後
代
の
現
役
山
岳
部
員
と
の
交
流

が
徐
々
に
減
っ
て
い
っ
た
こ
と
が
惜
し

ま
れ
る
。外
見
の
穏
や
か
さ
と
八
面
六
臂

の
実
務
性
を
闊
達
さ
で
包
み
込
ん
だ
、今

は
懐
か
し
い
山
屋
肌
の
師
で
も
あ
っ
た
。

８0
年
代
初
め
に
は
同
じ
キ
リ
ス
ト
教

系
の
桜
美
林
大
学
に
移
ら
れ
た
が
、
20

年
ほ
ど
前
か
ら
私
は
自
分
の
流
儀
で
、

お
仲
人
に
対
し
て
の
盆
暮
れ
の
挨
拶
を

は
じ
め
、
縁
故
者
へ
の
年
賀
状
な
ど
も

一
切
止
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
も
、

疎
遠
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
た
。
そ
の

こ
と
が
長
ら
く
気
に
な
っ
て
い
た
が
、

今
年
２
月
に
先
生
の
ご
自
宅
を
訪
ね
た

後
輩
の
岩
井
胤
夫
君
か
ら
近
況
の
報
告

を
受
け
、
一
度
伺
わ
ね
ば
と
思
っ
て
い

た
。
し
か
し
、
そ
れ
も
現
在
は
遠
隔
地

住
ま
い
の
た
め
に
、
な
か
な
か
実
現
し

な
い
で
い
た
と
こ
ろ
へ
の
訃
報
だ
っ
た
。

私
自
身
が
彼
岸
に
移
っ
た
折
に
は
、
ま

ず
数
々
の
不
義
理
を
お
詫
び
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
る
。

‥

（
青
山
学
院
大
学
山
岳
部
Ｏ
Ｂ
）

徳
久
先
生
と
私

�
土
田
紘
介

東
京
教
育
大
学
大
学
院
研
究
科
で
地

理
学
専
攻
だ
っ
た
徳
久
球
雄
先
生
は
、

同
大
山
岳
部
に
も
所
属
な
さ
っ
て
い
た
。

１
９
６
６
年
、
3５
歳
で
青
山
学
院
大
学

へ
の
赴
任
と
同
時
に
山
岳
部
部
長
（
顧

問
）に
も
就
任
。現
役
４
年
生
の
遭
難
死

亡
事
故
の
直
後
の
こ
と
で
あ
り
、
の
っ

け
か
ら
苦
労
を
お
か
け
す
る
こ
と
に
な

っ
て
し
ま
っ
た
。

先
生
と
私
の
縁
は
こ
れ
以
来
だ
っ
た
。

山
岳
部
の
３
、
４
年
生
、
そ
し
て
１
９

６
８
年
の
ア
ラ
ス
カ
遠
征
、
ま
た
私
自

身
の
就
職
先
の
紹
介
、
お
仲
人
、
さ
ら

に
私
の
監
督
時
の
部
員
の
遭
難
死
亡
事

故
、
ヒ
マ
ル
チ
ュ
リ
遠
征
等
々
、
ず
い

ぶ
ん
お
世
話
に
あ
ず
か
っ
た
。

１
９
６
８
年
夏
、
先
生
の
山
岳
部
部

長
就
任
３
年
目
、
私
た
ち
は
２
年
前
の

遭
難
死
亡
事
故
の
後
遺
症
を
克
服
し
、

ア
ラ
ス
カ･
チ
ュ
ガ
チ
山
群
の
最
高
峰
マ

ー
カ
ス･

ベ
イ
カ
ー
峰（
４
０
１
６
ｍ
）に
現

役
主
体
の
遠
征
を
計
画
し
、
未
踏
の
南

西
稜
か
ら
の
初
登
攀
に
成
功
し
た
。
こ

の
遠
征
の
隊
長
は
、
当
初
は
部
長
の
徳

久
先
生
だ
っ
た
が
、
ご
子
息
の
体
調
不

　
　

O B I T U A R Y

追

　
　悼徳久球雄（とくひさ・たまお）会員番号3768

1931年生まれ。東京教育大学で地理学
を専攻、同大大学院を修了後、研究科
を経て1966年、青山学院大学に赴任、
同時に山岳部部長に就任。
８0年代からは桜美林大学大学院教授、
北海学園北見大学教授などを務める。
専門の人文地理学研究・教育から環
境・資源調査、山岳・観光・旅行団体
の役員まで、活動は多岐にわたる。
日本山岳会でも理事・評議員を務めた。
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本
聖
三
一
教
会
）
で
布
教
活
動
に
当
た

っ
て
い
た
。
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ム
の
当
時
の

住
所
に
つ
い
て
は
、
熊
本
聖
三
一
教
会

に
問
合
せ
て
み
た
が
、
不
明
と
の
こ
と

で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
こ
ろ
偶
然
読
ん
だ

ジ
ュ
リ
ア
・
ボ
イ
ド
著『
ハ
ン
ナ
・
リ
デ

ル
』に
、ブ
ラ
ン
ド
ラ
ム
が
ハ
ン
ナ
に
住

居
の
世
話
を
し
た
と
き
の
興
味
深
い
以

下
の
文
章
を
見
出
し
た
。「
ブ
ラ
ン
ド

ラ
ム
一
家
は
熊
本
市
の
中
心
部
、
熊
本

城
か
ら
歩
い
て
数
分
の
と
こ
ろ
に
住
ん

で
い
た
。
ハ
ン
ナ
と
グ
レ
イ
ス
の
た
め

に
、
長
安
寺
町
と
い
う
隣
の
通
り
に
日

本
家
屋
が
用
意
さ
れ
て
い
た
。」

長
安
寺
町
は
、
熊
本
市
の
中
心
部
を

南
北
に
走
る
上
通
り
か
ら
東
に
延
び
る

通
り
の
名
で
あ
る
。
隣
の
通
り
が
長
安

寺
町
だ
か
ら
、
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ム
の
住
居

は
長
安
寺
町
の
ひ
と
つ
北
の
桜
井
町
か
、

ひ
と
つ
南
の
手
取
本
町
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
こ
の
時
点
で
は
、
藩
政
時
代
に

武
家
屋
敷
が
多
か
っ
た
桜
井
町
が
有
利

と
思
わ
れ
た
が
、
特
定
に
は
至
ら
な
か

っ
た
。

今
年
９
月
に
な
っ
て
熊
本
市
で
、
明

治
３
年
か
ら
営
業
を
続
け
て
い
る
富
重

写
真
館
の
開
業
１
５
０
年
記
念
展
が
開

催
さ
れ
た
。
展
示
物
の
な
か
で
目
を
引

い
た
の
が
来
客
の
撮
影
記
録
で
あ
る

「
写
真
来
客
名
簿
」だ
っ
た
。

そ
し
て
名
簿
を
見
て
い
る
う
ち
、
も

し
か
し
た
ら
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
客
と
し
て

訪
れ
、名
簿
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で

は
な
い
か
と
直
感
し
た
。
さ
っ
そ
く
富

重
写
真
館
に
問
合
せ
た
と
こ
ろ
、
名
簿

の
劣
化
が
ひ
ど
く
、
す
べ
て
県
立
美
術

館
に
保
管
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

っ
た
。

そ
こ
で
県
立
美
術
館
に
連
絡
し
事
情

を
説
明
し
た
と
こ
ろ
、
活
字
に
復
元
し

た
名
簿
の
コ
ピ
ー
を
も
ら
え
た
。
残
念

な
が
ら
、
い
ち
ば
ん
古
い
名
簿
は
明
治

22
年
10
月
以
降
の
も
の
で
、
ウ
ェ
ス
ト

ン
が
大
阪
へ
転
出
し
た
後
の
も
の
だ
っ

た
。念

の
た
め
残
り
の
部
分
を
調
べ
た
ら
、

明
治
23
年
１
月
1４
日
に
、
ブ
ラ
ン
ド
ラ

ム
が
２
人
の
子
ど
も
と
訪
れ
た
記
録
が

あ
り
、
住
所
が
記
載
さ
れ
て
い
た
。
住

所
は
熊
本
市
桜
井
町
弐
番
地
と
な
っ
て

お
り
、
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
や
っ
か
い
に
な

っ
た
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ム
の
住
居
跡
が
特
定

で
き
た
。
市
役
所
に
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、
現
在
の
住
居
表
示
は
、
上
通
町

７　
3５
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、

さ
っ
そ
く
現
地
に
行
っ
て
み
た
。
上
通

り
ア
ー
ケ
ー
ド
街
か
ら
桜
井
通
り
を
東

に
少
し
入
っ
た
所
に
あ
る
和
数
奇
司
館

と
い
う
ホ
テ
ル
が
住
居
跡
だ
っ
た
。

熊
本
の
ウ
ェ
ス
ト
ン田

上
敏
行

ウ
ェ
ス
ト
ン
来
日
後
、
最
初
の
赴
任

地
と
な
っ
た
熊
本
在
住
時
代
の
足
跡
に

つ
い
て
は
、
資
料
が
ほ
と
ん
ど
見
当
た

ら
ず
現
在
に
至
る
ま
で
空
白
の
ま
ま
で

あ
る
。
筆
者
は
数
年
前
か
ら
調
査
を
続

け
、
こ
の
た
び
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
熊
本
着

任
後
、
最
初
の
６
週
間
住
ん
だ
住
居
跡

を
特
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
紹
介

し
た
い
。

熊
本
着
任
当
時
の
ウ
ェ
ス
ト
ン
に
つ

い
て
、
最
も
ま
と
ま
っ
た
資
料
は
会
報

「
４
９
１
号
」に
安
江
安
宣
会
員
が
発
表

し
た「
ウ
ェ
ス
ト
ン
来
日
第
１
報
な
ど
」

で
あ
ろ
う
。
内
容
は
ウ
ェ
ス
ト
ン
が
明

治
22
年
１
月
３
日
に
英
国
聖
公
会
本
部

に
送
っ
た
報
告
書
で
、
明
治
21
年
４
月

１
日
の
神
戸
上
陸
か
ら
熊
本
着
任
ま
で

の
状
況
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
30
年

前
の
会
報
で
、
目
に
す
る
機
会
も
少
な

い
と
思
う
の
で
関
係
部
分
を
再
録
す
る
。

「
10
月
1５
日
大
阪
を
た
ち
、
長
崎
に
は

２
、
3
日
滞
在
、
同
地
で
ブ
ラ
ン
ド
ラ

ム
師
と
面
会
し
て
連
れ
だ
っ
て
熊
本
へ

出
発
す
る
こ
と
に
し
た
が
、
沿
岸
航
路

の
便
船
の
出
帆
が
悪
天
候
の
た
め
お
く

れ
、結
局
10
月
21
日
の
日
曜
日
の
朝
、長

崎
を
出
帆
し
た
。（
中
略
）８
時
間
か
か

っ
て
船
は
熊
本
に
最
も
近
い
百
貫
沖
に

投
錨
し
た
。
お
り
か
ら
引
き
潮
の
加
減

で
岸
に
近
づ
け
ず（
中
略
）約
２
時
間
か

か
っ
て
や
っ
と
百
貫
港
に
上
陸
す
る
こ

と
が
で
き
た
。
こ
こ
か
ら
７
、
８
マ
イ

ル
又
あ
る
い
て
熊
本
に
た
ど
り
つ
い
た

わ
け
で
あ
る
。（
中
略
）熊
本
に
つ
い
て

最
初
の
６
週
間
ほ
ど
は
宿
舎
が
み
つ
か

ら
ず
、
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ム
師
と
彼
の
姉
が

す
ん
で
い
た
住
宅
に
や
っ
か
い
に
な
っ

た
。」ここ

に
登
場
す
る
ブ
ラ
ン
ド
ラ
ム
は
、

明
治
20
年
に
長
崎
か
ら
熊
本
に
定
住
し

た
聖
公
会
宣
教
師
で
、
熊
本
市
紺
屋
今

町
に
あ
っ
た
聖
十
字
教
会
（
の
ち
の
熊

N

S

会員の皆様のご意見、エッセイ、
俳句、短歌、詩などを掲載する
ページです。どしどしご投稿く
ださい。（紙面に限りがありま
すので、１点につき1000字程
度でお願いします）

東西
南北
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れ
ど
、
私
は
手
を
引
っ
張
ら
れ
て
、
必

死
に
な
っ
て
先
生
の
後
を
付
い
て
い
き

ま
し
た
」と
当
時
を
振
り
返
っ
た
。穴
田

さ
ん
が
初
め
て
出
会
っ
た
と
き
、
武
田

久
吉
は
70
歳
。

こ
の
日
の
月
例
会
に
は
、
緑
爽
会
員

で
長
蔵
小
屋
の
平
野
紀
子
さ
ん
も
、
春

の
雪
解
け
か
ら
秋
が
終
わ
る
ま
で
植
物

の
調
査
に
尾
瀬
を
歩
き
回
る
、
８1
歳
の

武
田
久
吉
の
姿
を
撮
っ
た
貴
重
な
16
㎜

映
画『
私
と
尾
瀬
』（
ビ
デ
オ
に
変
換
し

た
も
の
）を
持
っ
て
き
て
、武
田
久
吉
の

思
い
出
を
語
っ
て
く
だ
さ
っ
た
。
平
野

長
蔵
の
息
子
長
英（
紀
子
さ
ん
の
義
父
）

が
企
画
、
昭
和
39（
１
９
６
４
）年
に
１

年
か
け
て
撮
影
さ
れ
た
。
武
田
久
吉
本

人
の
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
入
っ
て
い
る
。

紀
子
さ
ん
は
こ
の
年
、
長
靖
氏
と
結

婚
し
て
尾
瀬
に
入
っ
た
が
、
そ
の
年
に

武
田
久
吉
に
出
会
っ
た
。
武
田
は
そ
の

後
も
昭
和
４3
年
、
８５
歳
ま
で
尾
瀬
に
入

っ
て
い
た
と
い
う
。「
大
江
湿
原
と
か
、

一
緒
に
よ
く
歩
き
ま
し
た
。
先
生
は
ご

み
を
ス
テ
ッ
キ
で
刺
し
て
拾
っ
て
た
。

昼
に
食
べ
残
し
た
お
に
ぎ
り
が
あ
る
と
、

夜
の
食
事
の
と
き
は
、
お
に
ぎ
り
を
先

に
食
べ
て
い
た
。
ふ
つ
う
の
日
本
人
よ

り
日
本
的
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
」
と
語

っ
た
。
当
時
の
長
蔵
小
屋
の
宿
帳
を
見

な
が
ら
の
お
ふ
た
り
の
話
に
、
尾
瀬
を

世
に
知
ら
し
め
、
尾
瀬
の
自
然
を
守
る

の
に
尽
く
し
た
植
物
学
者
・
登
山
家
を

想
っ
た
例
会
で
あ
っ
た
。‥

‥

（
石
塚
嘉
一
）

静
岡
支
部

「
山
の
日
」記
念
ハ
イ
キ
ン
グ

「
大
日
古
道
」に
参
加
し
て
、

今
年
か
ら
新
し
く
制
定
さ
れ
た
国
民

の
休
日「
山
の
日
」の
記
念
行
事
と
し
て
、

県
内
の
山
岳
４
団
体
（
静
岡
県
山
岳
連

盟
、
静
岡
県
勤
労
者
山
岳
連
盟
、
静
岡

市
山
岳
連
盟
、日
本
山
岳
会
静
岡
支
部
）

が
協
力
し
、
県
民
に
呼
び
か
け
て
10
月

緑
爽
会�

月
例
会
─
穴
田
雪
江
さ
ん
の

「
武
田
久
吉
と
歩
い
た
尾
瀬
」

緑
爽
会
は
10
月
７
日
夜
、
女
性
登
山

家
の
草
分
け
で
、
戦
後
の
10
年
近
く
尾

瀬
の
長
蔵
小
屋
で
働
い
て
い
て
、
武
田

久
吉
と
交
流
が
あ
っ
た
穴
田
雪
江
さ
ん

を
日
本
山
岳
会
の
ル
ー
ム
に
迎
え
、
尾

瀬
で
見
た
武
田
久
吉
に
つ
い
て
語
っ
て

い
た
だ
い
た
。
穴
田
さ
ん
は
１
９
６
０

年
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
デ
オ
・
テ
ィ
バ（
６
０

０
１
ｍ
）に
初
の
女
性
６
人
の
遠
征
隊

員
と
し
て
登
頂
に
成
功
、
日
本
山
岳
会
の

女
性
懇
談
会
理
事
な
ど
を
務
め
、
女
性

の
登
山
、
特
に
海
外
登
山
を
支
援
し
た
。

穴
田
さ
ん
か
ら
、
武
田
久
吉
か
ら
穴

田
さ
ん
に
宛
て
た
交
流
を
示
す
葉
書
・

手
紙
や
写
真
の
コ
ピ
ー
数
枚
が
資
料
と

し
て
配
付
さ
れ
た
。
昭
和
36
～
37
年
の

消
印
の
あ
る
葉
書
や
手
紙
に
は
、
武
田

久
吉
が
鳥
海
山
に
調
査
に
行
く
予
定
や
、

行
っ
て
き
た
後
の
報
告
な
ど
が
細
か
く

書
い
て
あ
り
、
自
分
の
娘
よ
り
も
は
る

か
に
若
い
、
５0
歳
も
年
下
の
女
性
に
対

し
て
も
丁
寧
な
言
葉
遣
い
で
対
等
に
語

り
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
武
田
久
吉

の
人
柄
が
見
え
る
。
音
楽
の
話
を
し
て

い
る
も
の
も
あ
る
。

穴
田
さ
ん
は
、
昭
和
2８（
１
９
５
３
）

年
、20
歳
の
と
き
か
ら
10
年
ほ
ど
、尾
瀬

沼
畔
の
長
蔵
小
屋
と
尾
瀬
ヶ
原
の
第
二

長
蔵
小
屋
で
春
か
ら
秋
ま
で
働
い
た
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
に
行
く
資
金
を
貯
め
る
た
め

だ
っ
た
。「
武
田
先
生
は
毎
年
、何
回
も

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
花
の
こ
と
を

い
ろ
い
ろ
教
え
て
く
だ
さ
っ
た　
　

。

当
時
の
尾
瀬
は
、
夏
休
み
は
人
の
出
入

り
が
多
く
あ
っ
た
け
れ
ど
も
、
春
と
秋

は
土
日
が
込
む
だ
け
で
、
ほ
か
の
日
は

本
当
に
静
か
で
、
武
田
先
生
は
そ
う
い

う
と
き
に
来
て
お
ら
れ
て
、
お
供
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。
只
見
川
の
最
上
流
ま

で
行
っ
た
と
き
は
、
倒
木
を
ま
た
い
で

行
く
の
に
、
武
田
先
生
は
私
の
手
を
取

っ
て
、
ど
ん
ど
ん
引
っ
張
っ
て
い
く
け

活

動

報

告

日本山岳会の
各委員会、同好会の
活動報告です。

支
部

だ
よ
り

全国各地の支部から、
それぞれの活動状況を、
北から南へとリポート
します。
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人
が
大
日
峠
越
え
で
入
村
し
、
南
ア
ル

プ
ス
の
山
々
を
訪
ね
た
。

地
元
の
静
岡
で
は
昭
和
30
年
の
春
、

県
ス
ポ
ー
ツ
祭
山
岳
部
門
と
し
て
大
日

峠
越
え
を
行
な
っ
た
。
そ
の
と
き
に
筆

者
も
参
加
、
リ
ー
ダ
ー
は
第
３
代
支
部

長
の
山
本
朋
三
郎
氏
ら
で
あ
っ
た
。
そ

の
後
、
昭
和
32
年
の
国
体
登
山
部
門
、

昭
和
39
年
の
国
立
公
園
に
な
っ
た
記
念

登
山
大
会
の
折
に
も
こ
の
峠
路
を
歩
い

た
が
、
今
回
の「
山
の
日
」記
念
ハ
イ
キ

ン
グ
ま
で
長
い
空
白
期
間
が
あ
り
、
大

日
峠
越
え
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
。

今
回
、
懐
し
い
峠
越
え
に
期
待
を
込

め
て
参
加
し
た
が
、
口
坂
本
か
ら
の
登

り
道
は
、
ほ
と
ん
ど
が
大
き
く
な
っ
た

ス
ギ
、ヒ
ノ
キ
の
薄
暗
い
林
の
中
で
、最

近
人
が
歩
い
た
形
跡
は
な
く
、
登
路
も

は
っ
き
り
し
な
い
所
が
多
く
な
っ
て
往

時
の
面
影
は
な
か
っ
た
。

当
時
一
丁
ご
と
に
33
体
置
か
れ
た
と

伝
え
ら
れ
て
い
た
観
音
像
が
何
体
か
残

っ
て
い
た
が
、
そ
れ
ら
は
一
つ
も
な
く
、

番
号
札
だ
け
が
寂
し
げ
に
立
て
ら
れ
て

い
た
。
し
か
し
、
路
脇
の
大
き
な
ス
ギ

の
木
と
、
そ
の
下
か
ら
湧
き
出
る
泉
は

変
わ
ら
ず
あ
り
、
泉
に
隣
接
し
て
あ
っ

た
茶
屋
は
石
垣
と
土
台
だ
け
が
昔
の
な

ご
り
を
留
め
て
い
た
。
峠
の
片
隅
に
は
、

江
戸
期
の
お
茶
倉
が
再
建
さ
れ
、
往
時

を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
た
峠
の
広
場
で
は
、

赤
石
岳
や
悪
沢
岳
な
ど
、
地
下
を
リ
ニ

ア
新
幹
線
の
ト
ン
ネ
ル
が
通
る
予
定
の

南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
を
眺
め
て
語
り
合

っ
た
。
峠
か
ら
ダ
ム
ま
で
の
道
に
は
33

体
の
観
音
像
に
代
わ
っ
て
、
井
川
の
人

た
ち
に
よ
る
新
し
い
石
造
り
の
観
音
像

が
奉
納
者
名
入
り
で
置
か
れ
て
い
た
。

ダ
ム
の
渡
し
船
は
10
分
も
か
か
ら
な

い
ほ
ど
だ
が
、
湖
面
に
広
が
っ
た
景
色

と
湖
面
を
流
れ
る
柔
ら
か
な
風
が
、
小

春
日
和
に
訪
れ
た
私
た
ち
に
憩
い
の
ひ

と
と
き
を
与
え
て
く
れ
た
。
船
を
降
り

て
か
ら
、
観
音
堂
参
拝
班
と
井
川
発
電

所
見
学
班
に
分
か
れ
て
（
予
め
参
加
者

を
分
け
た
）行
動
し
た
。私
が
参
加
し
た

観
音
堂
は
十
一
面
千
手
観
音
ほ
か
４
体

が
奉
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
秘
仏
を
守
る

田
畑
さ
ん
は
拝
観
し
た
私
た
ち
の
た
め

に
、
味
噌
だ
れ
を
付
け
た
田
楽
を
た
く

さ
ん
作
り
、
全
員
に
振
舞
っ
て
く
れ
た
。

こ
の
よ
う
に
、「
山
に
親
し
む
機
会

を
得
て
、山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
日
」と

い
う「
山
の
日
」の
趣
旨
を
胸
に
、
水
没

前
の
旧
井
川
村
に
思
い
を
馳
せ
、
再
び

文
化
の
香
り
高
い
ユ
ネ
ス
コ
・
エ
コ
パ

ー
ク
の
町
と
し
て
発
展
す
る
井
川
の
姿

を
想
い
浮
か
べ
、「
大
日
古
道
」ハ
イ
キ

ン
グ
の
１
日
を
納
め
た
。‥（
白
鳥
勝
治
）

16
日
に
東
部（
富
士
山
麓
）、中
部（
大
日

古
道
）、西
部（
湖
西
連
峰
）の
３
ヶ
所
で

記
念
ハ
イ
キ
ン
グ
を
実
施
し
た
。
そ
の

な
か
で
、
60
名
が
参
加
し
た
大
日
古
道

ハ
イ
キ
ン
グ
を
報
告
す
る
。

大
日
古
道
は
昭
和
４４
年
、
静
岡
市
と

合
併
し
た
旧
安
倍
郡
井
川
村
の
村
中
か

ら
大
井
川
を
渡
っ
て
安
倍
川
と
の
分
水

嶺
に
あ
る
大
日
峠（
１
１
６
０
ｍ
）を
越

え
、
同
村
の
口
坂
本
ま
で
、
約
８
㎞
の

山
路
の
名
称
で
あ
る
。
昭
和
32
年
に
完

成
し
た
井
川
ダ
ム
に
続
き
、
井
川
林
道

が
開
通
す
る
ま
で
村
の
生
活
路
や
通
学

路
で
あ
る
と
と
も
に
、
古
く
か
ら
村
の

中
心
か
ら
静
岡
市
内
へ
通
ず
る
重
要
な

往
還
で
あ
っ
た
。

南
ア
ル
プ
ス
の
３
０
０
０
ｍ
以
上
の

山
々
の
う
ち
、
赤
石
岳
を
含
む
10
座
を

擁
す
る
旧
井
川
村
の
歴
史
は
古
く
、
縄

文
時
代
中
期
ま
で
遡
る
と
言
わ
れ
る
。

有
史
後
で
は
中
央
と
の
つ
な
が
り
を
示

す
、
田
代
の
薬
師
堂
の
駿
河
国
「
服
織

庄
」の
文
字
や
、後
醍
醐
天
皇
第
四
皇
子

の
宗
良
親
王
が
詠
ん
だ
「
お
ほ
い
川　

ち
ら
ぬ
梢
の
か
げ
な
れ
ば　

な
が
れ
も

や
ら
ぬ　

せ
ぜ
の
も
み
じ
ば
」
が
遺
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
各
所
で
金
が
産
出
さ

れ
、
な
か
で
も
笹
山
金
山
は
室
町
時
代

か
ら
江
戸
期
の
慶
長
年
間
ま
で
続
い
た
。

さ
ら
に
村
内
２
万
８
０
０
０
町
歩
に
及

ぶ
森
林
か
ら
は
、
豊
富
な
木
材
を
産
出

す
る
。
江
戸
時
代
、
家
康
は
駿
府
城
本

丸
の
御
用
木
と
し
て
２
万
５
０
０
０
本

を
伐
り
出
さ
せ
た
。
そ
し
て
明
治
2８
年

に
大
倉
喜
八
郎
が
山
林
２
６
０
０
町
歩

を
買
い
取
っ
て
以
来
、
昭
和
に
至
る
ま

で
パ
ル
プ
の
材
料
な
ど
と
し
て
盛
ん
に

伐
採
が
行
な
わ
れ
た
。
伐
採
さ
れ
た
木

は「
鉄
砲
」と
称
す
る
丸
太
を
組
み
立
て

た
ダ
ム
に
集
め
、一
気
に
開
い
て「
鉄
砲

水
」
で
大
井
川
へ
流
し
て
搬
出
し
た
。

「
鉄
砲
」跡
は
、
昭
和
30
年
代
ま
で
何
ヶ

所
か
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

外
国
人
旅
行
者
と
し
て
初
め
て
井
川

を
訪
れ
た
の
は
、
明
治
1４
年
の
イ
ギ
リ

ス
日
本
公
使
館
員
の
ア
ー
ネ
ス
ト
・
サ

ト
ウ
。
ま
た
、
登
山
家
と
し
て
は
明
治

４４
年
、
中
村
清
太
郎
の
記
録
が
初
期
の

『
山
岳
』に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
の

初
め
に
は
、
冠
松
次
郎
な
ど
著
名
な
岳

寄付金及び助成金などの受入報告
平成 28 年 10 月報告まで

寄付者など 金額 
（単位千円） 寄付の目的、その他

井藤恵美子 様 30 110 周年記念学術調査隊へ
西田　進 会員 10 110 周年記念学術調査隊へ
吉川正幸 理事 50 110 周年記念学術調査隊へ
山田和人 理事 50 法人運営費用として
村井龍一 会員 10 永年会員からのご寄付
日向祥剛 会員 250 北九州支部ルーム運営費

八幡　浩 会員 50 広島支部学生部 /
YouthClub へ

津田　寛 会員 10 広島支部ルーム運営費
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Climbing&Medicine・75

登山者のハチ刺され遭難
� 野口いづみ

今年の8月、日本山岳会東京多摩支部の会員が奥
秩父の豆焼沢（雁坂嶺の東）でクロスズメバチ（通称
地蜂）に刺され、アナフィラキシー・ショックで死亡される
事故があった。ハチ毒による死亡事故は本邦で年間
約20例あり、クマ、ヘビなどよりも多い。ハチは人にと
って最も危険な生き物と言えるが、なぜか報道の対象
にされる機会が少ない。作業中の事故が多いせいかも
しれない。クロスズメバチはキイロスズメバチよりおとなし
く、ハチ毒の毒性も低いと言われる。しかし、問題は、
枯葉の堆積したような地面に巣を作るので、誤って巣
を踏んでしまって襲われることがあるということだ。今回
の事故もそうだった。
ハチでは、刺された者は体内にハチ毒に対する抗
体ができ、その結果２度目にハチ毒に曝露されると重
篤なアレルギー反応であるアナフィラキシー・ショックを起
こすとされる。アナフィラキシー・ショックでは血圧低下、
頻脈、意識消失、顔面蒼白、じんましん様発疹など
を生じてショック状態となり、重症例では10〜 1５分程
度で心肺停止をきたす。
豆焼沢の遭難者については、1年前に奥多摩で多
数のハチに襲われて、1週間ほど寝込むほどの全身症
状を示したとのことである。ハチ毒によるアナフィラキシ
ー・ショックを起こすリスク因子として、高齢、前回のハ
チ刺されから1年以内、前回のハチ刺されでなんらか
の全身反応もあったことの3点が挙げられている。遭難
者は８0歳であり、3つの因子がすべて当てはまる。
筆者がハチによって重篤な症状を起こした登山者3
例について調べたところ、3例とも多数のスズメバチに
刺されていた。このうちハチに刺された既往があった者

は今回の豆焼沢の1例のみで、２例は既往がなかっ
た。それに対して、1〜3ヶ所だけしかハチに刺されな
かった者はいずれも局所症状を示しただけで、重篤な
全身症状を起こした者はいなかった。また、9月に飛騨
市でマラソンランナー115名がスズメバチに刺される事
件があったが、軽症例のみで重症例はなく、3分の２
以上のランナーがレースを続けたという。おそらく、多数
の部位を刺された者はいなかったためと思われる。これ
らの例は、ショック症状を起こす場合は、大量のハチ
毒によってアナフィラキシー・ショックに類似した反応（ア
ナフィラキシー様ショック）を起こす場合が少なくないこと
を示している。つまり、ハチに刺された既往がなくても、
多数のハチに刺されると、だれでもショック症状を起こ
す危険がある可能性がある。
アナフィラキシー・ショック（アナフィラキシ―様ショック

を含む）に対してアドレナリン（エピネフリン）が奏効し、一
般の方向けにエピペンというアドレナリン自己注射液が
ある。エピペンはハチ毒の抗体検査で結果が陽性の
者は保険で入手できる。しかし、たとえ陰性であっても、
沢など、あまり歩かれていないコースを歩く場合はハチ
に遭遇する危険があるので、エピペンの携行を検討す
べきと思われる。携行の有無が生死を分ける場合もあ
るだろう。エピペンについては会報724号の医療委員
会コラムに詳しく記したので、参考にされたい。

過去のコラムは次の手順でご覧になれます。
日本山岳会ホームページ→日本山岳会の活動案内→委員会→医療委員会　http//jac.or.jp/info/iinkai/iinkai.html

エピペンは大腿外側に注射する
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ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ト
著
／
吉
田
薫
訳

エ
ベ
レ
ス
ト
初
登
頂（
新
訳
）

英
国
隊
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
が
伝
え

ら
れ
た
の
は
、
私
の
大
学
1
年
生
の
春
、

今
か
ら
63
年
前
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

比
類
な
く
冷
静
で
、
感
動
に
満
ち
た

記
録
を
書
き
記
し
た
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ト

の『
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
』記
は
、
世
界
の

名
著
と
し
て
何
度
も
再
版
を
重
ね
、
今

日
に
至
っ
て
い
る
。

こ
の
書
の
日
本
語
版
は
、
登
頂
の
翌

年
、
１
９
５
４
年
４
月
に
先
輩
の
田
辺

主
計
、望
月
達
夫
共
訳
に
松
方
三
郎
、島

田
巽
両
氏
に
よ
る
全
文
校
訂
の
協
力
を

経
て
、
朝
日
新
聞
社
よ
り
出
版
さ
れ
た

ま
ま
絶
版
と
な
っ
て
い
る
。
本
日
、
紹

介
す
る
本
書
は
、
５
度
目
の
再
版
原
書

２
０
１
３
年
度
版
を
㈱
エ
イ
ア
ン
ド
エ

フ
社
、
吉
田
薫
氏
の
翻
訳
に
よ
り
出
版

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

訳
文
全
体
の
流
れ
を
見
る
限
り
、
本

文
に
大
幅
な
加
筆
訂
正
等
は
見
受
け
ら

れ
な
い
が
、
訳
し
方
と
表
現
で
こ
れ
ほ

ど
言
い
表
し
方
が
違
う
も
の
か
と
思
え

2016年8月
エイアンドエフ
195×135㌢　363㌻
2700円＋税

図
書
紹
介
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る
ほ
ど
当
初
の
邦
訳
と
の
間
に
差
が
生

じ
て
い
る
。
こ
れ
は
翻
訳
の
抱
え
る
運

命
と
も
言
え
る
も
の
だ
と
思
う
。
今
回

は
平
穏
な
訳
で
読
み
や
す
く
、
適
切
な

表
現
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
立
派
な

一
冊
で
あ
る
。

１
９
５
４
年
の
日
本
版
は
、
時
間
的

な
制
約
が
あ
っ
た
た
め
か
、
資
料
７
編

の
う
ち
遠
征
日
誌
と
用
語
解
説
の
み
で
、

ほ
か
の
重
要
な
資
料
５
編
は
割
愛
さ
れ

た
ま
ま
出
版
さ
れ
、
後
で
特
装
本
と
し

て
全
資
料
が
添
付
さ
れ
発
刊
さ
れ
て
い

る
が
、
今
回
の
翻
訳
本
に
は
こ
の
す
べ

て
の
資
料
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

な
か
で
も
特
に
資
料
４
・
酸
素
の
項
で

は
参
考
と
な
る
点
が
多
か
っ
た
。
１
９

７
０
年
の
日
本
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
の

酸
素
を
担
当
し
た
私
に
と
っ
て
、
英
国

隊
の
酸
素
装
置
が
軍
関
係
の
組
織
の
協

力
を
得
て
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
限

り
な
く
羨
ま
し
か
っ
た
。
英
国
隊
が
酸

素
装
置
の
故
障
に
よ
り
登
頂
を
諦
め
た

事
例
も
あ
り
、
日
本
隊
が
マ
ナ
ス
ル
の

開
放
式
装
置
に
特
化
し
て
開
発
を
進
め

た
の
も
、
こ
の
資
料
が
一
助
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
資
料
６
・
生
理
学
と
医
学
の

項
で
は
今
で
も
参
考
と
な
る
こ
と
が
多

く
、
英
国
隊
の
長
年
に
わ
た
る
エ
ベ
レ

ス
ト
の
経
験
が
高
所
医
学
の
基
本
と
な

り
、
大
き
く
貢
献
し
て
き
た
。
こ
れ
は
、

１
９
２
１
年
か
ら
30
年
に
わ
た
る
高
所

登
山
の
経
験
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
勝

ち
得
た
生
理
学
の
一
分
野
で
あ
る
。

今
回
の
本
書
全
体
の
構
成
と
し
て
気

付
く
点
は
、
１
９
７
５
年
の
エ
ベ
レ
ス

ト
南
西
壁
隊
長
の
ク
リ
ス
・
ボ
ニ
ン
ト

ン
が
序
文
を
認
め
て
い
る
こ
と
と
、
あ

と
が
き
に「
１
９
９
３
年
版
に
よ
せ
て
」

と
す
る
著
者
ジ
ョ
ン
・
ハ
ン
ト
の
一
文

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。こ
の
内
容
は
、示

唆
に
富
ん
だ
も
の
で
あ
り
、
ハ
ン
ト
氏

の
、
山
や
社
会
経
験
で
得
た
自
ら
の
理

念
や
信
条
を
通
し
て
若
者
に
語
り
か
け

る
熱
い
思
い
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
、

蓋け
だ

し
名
文
で
あ
り
、
参
考
と
な
ろ
う
。

こ
の
ほ
か
、
２
０
０
１
年
版
の
あ
と

が
き
に
エ
ド
モ
ン
ド
・
ヒ
ラ
リ
ー
の
一

文
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、〝
頂
上
を
踏

ん
だ
〟
男
の
驚
き
と
時
間
と
と
も
に
達

観
し
て
い
く
彼
の
姿
を
知
る
こ
と
が
で

き
、
興
味
深
い
。

さ
ら
に
２
０
０
５
～
２
０
１
１
年
に

マ
ウ
ン
ト
・
エ
ベ
レ
ス
ト
基
金
の
会
長

を
務
め
た
ヘ
ン
リ
ー
・
デ
ィ
大
佐
の
あ

と
が
き
で
「
長
年
に
わ
た
り
そ
の
資
本

を
守
り
強
化
す
る
こ
と
に
努
め
て
き
た

イ
ギ
リ
ス
登
山
界
に
と
っ
て
エ
ベ
レ
ス

ト
基
金
の
価
値
は
計
り
知
れ
な
い
も
の

が
あ
り
…
…
」と
記
し
、
世
界
の
登
山
・

探
検
行
為
を
は
じ
め
学
術
調
査
な
ど
、

新
た
な
人
の
行
動
の
支
援
を
見
据
え
た

幅
広
い
視
野
で
基
金
の
あ
り
方
を
見
つ

め
て
い
る
。こ
の
基
金
に
触
発
さ
れ
、私

た
ち
日
本
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
山
隊
以
降

実
施
し
て
き
た
積
立
基
金
は
ど
こ
に
姿

を
消
し
た
の
か
。
そ
れ
ほ
ど
英
国
の
基

金
は
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
を
改
め
て
知
ら
さ
れ
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
読
み
取
れ
る
す

べ
て
の
考
え
の
底
流
に
あ
る
思
い
は
、

若
い
人
に
対
す
る
期
待
で
あ
る
。
若
者

が
こ
の
書
を
読
み
、
自
ら
の
エ
ベ
レ
ス

ト
を
求
め
行
動
を
起
こ
す
こ
と
に
限
り

な
い
期
待
を
寄
せ
、
ぜ
ひ
一
読
さ
れ
た

い
。‥

（
平
林
克
敏
）

米
山
悟
著

冒
険
登
山
の
す
す
め
―
―
最
低

限
の
装
備
で
自
然
を
楽
し
む

「
冒
険
登
山
」と
聞
く
と
、道
な
き
山
に

入
り
、
生
死
を
懸
け
て
苛
酷
な
サ
バ
イ

バ
ル
を
す
る
登
山
…
…
そ
ん
な
イ
メ
ー

ジ
を
持
た
れ
る
人
が
い
る
か
も
し
れ
な

2016年10月
筑摩書房
新書判　208㌻
820円＋税
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い
。
し
か
し
本
書
は
そ
う
い
っ
た
、
現

代
の
固
定
観
念
的「
冒
険
登
山
」の
ハ
ウ

ツ
ー
本
で
は
な
い
。

著
者
は
長
野
県
松
本
生
ま
れ
の
Ｎ
Ｈ

Ｋ
カ
メ
ラ
マ
ン
。
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら

山
に
親
し
み
、
探
検
登
山
が
盛
ん
な
北

海
道
大
学
山
岳
部
で
の
経
験
を
通
し
、

便
利
な
装
備
を
山
に
持
ち
込
ま
ず
、
現

場
の
材
料
で
や
り
く
り
す
る
「
天
然
山

行
」を
多
く
重
ね
て
き
た
山
男
だ
。夏
は

焚
き
火
を
楽
し
み
、
冬
は
テ
ン
ト
で
は

な
く
イ
グ
ル
ー
（
圧
雪
ブ
ロ
ッ
ク
を
組

ん
で
作
る
シ
ェ
ル
タ
ー
）で
夜
を
越
す
。

道
具
は
な
る
べ
く
シ
ン
プ
ル
な
も
の
を

使
い
、
自
ら
の
経
験
と
知
恵
を
大
切
に

し
た
登
山
を
実
践
し
て
い
る
。

本
書
は
、
初
め
に
自
ら
の
山
と
の
出

会
い
に
つ
い
て
語
ら
れ
た
後
、
初
心
者

向
け
に
登
山
計
画
の
立
て
方
や
山
で
の

危
険
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
知
識
が
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
山
登
り
を

始
め
よ
う
と
い
う
人
に
も
読
み
や
す
い

導
入
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
つ

の
間
に
か
、
内
容
が
冬
山
や
道
の
な
い

山
、
長
距
離
ス
キ
ー
山
行
の
魅
力
へ
と

変
化
し
て
ゆ
く
の
だ
が
、本
書
が「
登
山

は
も
と
も
と
冒
険
の
は
ず
」
と
い
う
考

え
の
も
と
で
執
筆
さ
れ
て
い
る
せ
い
か
、

読
者
は
気
負
わ
ず
に
自
然
と
そ
の
世
界

へ
入
っ
て
い
け
る
。

自
分
の
頭
と
体
で
ピ
ン
チ
を
切
り
抜

け
る
こ
と
で「
本
当
の
自
由
の
感
覚
」を

体
験
す
る　
　

そ
れ
こ
そ
が
「
冒
険
登

山
」で
あ
る
と
し
て
、そ
の
心
構
え
と
著

者
自
身
の
体
験
談
が
分
か
り
や
す
く
紹

介
さ
れ
て
お
り
、
読
ん
で
い
る
と
今
す

ぐ
山
へ
行
き
た
く
な
り
、
う
ず
う
ず
し

て
く
る
。

し
か
し「
便
利
な
道
具
に
頼
ら
な
い
」

と
い
う
表
現
に
関
し
て
は
疑
問
が
残
っ

た
。「
道
具
は
そ
も
そ
も
便
利
な
も
の
」

だ
か
ら
だ
。
つ
ま
り
、
自
分
が
登
山
で

得
た
い
も
の
は
何
な
の
か
、
そ
の
た
め

に
必
要
な
道
具
は
ど
の
程
度
の
も
の
な

の
か
を
、
よ
く
考
え
ろ
と
い
う
こ
と
だ

と
私
は
思
う
。

著
者
は
本
書
を
「
17
歳
ぐ
ら
い
の
青

年
」
に
最
も
読
ん
で
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
る
が
、
登
山
を
始
め
て
数
年
が
経
ち
、

少
し
慣
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
、
自
分
の

登
山
の
あ
り
方
に
う
っ
す
ら
と
疑
問
を

感
じ
始
め
て
い
る
大
人
た
ち
に
も
ぜ
ひ

読
ん
で
ほ
し
い
。
き
っ
と
、
自
分
が
山

へ
行
く
理
由
を
改
め
て
考
え
る
だ
ろ
う

し
、
青
年
に
戻
っ
た
気
持
ち
で「
自
由
」

に
つ
い
て
思
考
を
巡
ら
せ
る
こ
と
が
で

き
る
は
ず
だ
。‥

（
伊
藤
美
沙
）

平
成
28
年
度
第
７
回（
11
月
度
）理
事
会

議
事
録

日
時　

平
成
2８
年
11
月
９
日
㈬
19
時
00

分
～
20
時
0５
分

場
所　

集
会
室

【
出
席
者
】小
林
会
長
、
大
久
保
・
山
田

各
副
会
長
、
神
長
・
佐
藤
各
常

務
理
事
、
勝
山
・
中
山
・
野
口
・‥

大
槻
・
落
合
・
直
江
・
星
・
谷

内
各
理
事
（
所
用
の
た
め
中
山

理
事
は
業
務
執
行
報
告
２
ま

で
欠
席
）

【
欠
席
者
】吉
川
副
会
長
、山
賀
理
事
、平

井
・
重
廣
各
監
事

【
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
】‥

節
田
会
報
編
集
人

【
協
議
事
項
】

１
・
名
誉
会
員
の
推
薦
状
況
に
つ
い
て

平
成
2８
年
度
新
名
誉
会
員
の
推
薦
に

つ
い
て
協
議
し
た
。（
小
林
）

２
・
平
成
28
年
度
支
部
長
会
議
の
開
催

に
つ
い
て

12
月
3
日
㈯
に
開
催
さ
れ
る
平
成
2８

年
度
支
部
長
会
議
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

（
佐
藤
）

【
報
告
事
項
】

１
・
10
月
受
付
分
の
入
会
希
望
者
11
名
、

準
会
員
入
会
希
望
者
５
名
に
つ
い
て
承

認
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。（
小
林
）

２
・
寄
付
金
８
件
に
つ
い
て
報
告
が
あ

っ
た
。（
佐
藤
）

３
・
平
成
2８
年
度
年
次
晩
餐
会
の
準
備

状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
佐

藤
）

４
・
平
成
2８
年
度
新
永
年
会
員
3４
名
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
佐
藤
）

５
・
上
高
地
山
岳
研
究
所
の
閉
所
作
業

が
完
了
し
た
と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

（
大
槻
）

６
・
以
下
の
規
程
類
の
整
備
検
討
状
況

に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
佐
藤
・
小

林
）

・
職
員
関
係
規
程
類

・
会
章
、
会
員
章
に
関
す
る
規
程

・
上
高
地
山
岳
研
究
所
管
理
規
定

会

務

報

告
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・
運
営
要
領

・
委
員
会
規
程
別
表
の
見
直
し

７
・
11
月
７
日
㈪
に
開
催
さ
れ
た
平
成

2８
年
度
第
２
回
評
議
員
懇
談
会
に
お
け

る
意
見
等
の
報
告
が
あ
っ
た
。（
佐
藤
）

８
・
日
本
山
岳
会
の
会
員
動
向
と
財
務

状
況
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
佐

藤
）

９
・
船
村
徹
会
員
の
文
化
勲
章
受
章
に

つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
大
久
保
）

10
・「
田
部
井
淳
子
さ
ん
を
送
る
会
」の

開
催
に
つ
い
て
報
告
が
あ
っ
た
。（
佐

藤
）

11
・「
山
」11
月
号
の
発
行
予
定
に
つ
い

て
報
告
が
あ
っ
た
。（
節
田
）

【
連
絡
事
項
】

１
・
栃
木
支
部
創
立
十
周
年
記
念
式

典

11
月
27
日
㈰　

宇
都
宮
市

２
・
日
本
勤
労
者
山
岳
連
盟
望
年
会

12
月
２
日
㈮
19
時
～　

日
本
勤
労
者
山

岳
連
盟
事
務
所

３
・
日
本
ヒ
マ
ラ
ヤ
協
会
２
０
１
６
年

華
甲
望
年
会　

12
月
10
日
㈯
1８
時
～　

プ
ラ
ザ
エ
フ

４
・
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｒ‥

Ｆ
Ｅ
Ｓ　

平

成
29
年
３
月
４
日
㈯
～
５
日
㈰　

大
阪

万
博
記
念
公
園

５
・
平
成
29
年
度
広
島
支
部
総
会　

成

29
年
４
月
８
日
㈯　

広
島
市

【
今
後
の
予
定
】

１
・
支
部
長
会
議　

12
月
3
日
㈯
10
時

30
分
～　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル　

２
・
年
次
晩
餐
会　

12
月
3
日
㈯
13
時

30
分（
受
付
開
始
）　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル　３
・
次
期
理
事
会
等　

12
月
度
常
務
理

事
会　

12
月
６
日
㈫
1８
時
30
分
～　

集

会
室　

12
月
度
理
事
会　

12
月
1４
日
㈬

19
時
～　

集
会
室　

11月11月

1
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

２
日　

図
書
委
員
会　

山
行
委
員
会　

青
年
部

４
日　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ　

高

尾
の
森
づ
く
り
の
会

7
日　

評
議
員
会　

総
務
委
員
会　

ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

8
日　

山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会　

再

生
委
員
会

9
日　

理
事
会　

休
山
会　

山
想
倶
楽

部

10
日　

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ　

山
岳
地
理
ク

ラ
ブ　

九
五
会

11
日　

総
務
委
員
会　

緑
爽
会

1４
日　

総
務
委
員
会　

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

1５
日　

国
際
委
員
会

16
日　

青
年
部　

三
水
会　

つ
く
も
会

17
日　

科
学
委
員
会　

麗
山
会　

み
ち

の
り
山
の
会　

フ
ォ
ト
ク
ラ
ブ

1８
日　

山
行
委
員
会　

ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

19
日　

山
の
自
然
学
研
究
会

21
日　

総
務
委
員
会　

資
料
映
像
委
員

会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ‥

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

22
日　

デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
委
員
会　

遭
難
対
策
委
員
会　

ス
キ
ー
ク

ラ
ブ

2４
日　

総
務
委
員
会　

公
益
法
人
運
営

委
員
会　

学
生
部　

山
遊
会

2５
日　

自
然
保
護
委
員
会

2８
日　

総
務
委
員
会　

Ｙ
Ｏ
Ｕ
Ｔ
Ｈ　

Ｃ
Ｌ
Ｕ
Ｂ

29
日　

総
務
委
員
会

30
日　

総
務
委
員
会　

自
然
保
護
委
員

会　

図
書
委
員
会　

00
会　

11
月
来
室
者　

５
１
３
名

会
員
異
動

物
故

徳
久
球
雄（
３
７
６
８
）‥

16
・
11
・
１

町
田
武
雄（
６
８
０
０
）　

16
・
６

小
澤
恒
男（
６
９
６
１
）‥

16
・
11
・
11

山
寺
仁
太
郎（
７
７
１
７
）‥16
・
10
・
2８

海
野
賢
一（
１
０
０
２
１
）16
・
９
・
12

浅
川
浩
子（
１
０
５
５
６
）16
・
９
・
６

渡
邊
英
紀（
１
３
９
６
３
）16
・
11
・
21

渡
辺
勝
俊（
１
４
２
３
５
）16
・
11
・
21

退
会

な
し

◆
蔵
王
の
樹
氷
原　

ス
ノ
ー
ト
レ
ッ
ク

�

山
行
委
員
会

ス
ノ
ー
モ
ン
ス
タ
ー
で
有
名
な
蔵
王

の
樹
氷
原
を
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
や
ワ
カ
ン

で
歩
き
ま
す
。
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た

リ
フ
ト
横
の
ペ
ン
シ
ョ
ン
で
ワ
イ
ン
グ

ラ
ス
を
傾
け
ま
し
ょ
う
。

日
程　

２
月
12
日
㈰
～
13
日
㈪

集
合　

12
日　

山
形
新
幹
線
か
み
の
や

ま
温
泉
駅
11
時
（
時
間
厳
守
）
11
時

FI

R

IA

N

MO

NO

インフォメーション
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❖
編
集
後
記
❖

◦
巻
頭
の
髙
橋
重
之
会
員
の
晩
餐
会
レ

ポ
ー
ト
に
も
あ
る
よ
う
に
、
今
年
も
２

３
３
人
も
の
新
入
会
員
が
あ
り
ま
し
た
。

う
ち
37
人
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
が
、
若

い
女
性
た
ち
が
目
立
ち
、
華
や
か
な
雰

囲
気
で
し
た
。
代
表
し
て
大
島
わ
か
な

会
員
が
挨
拶
さ
れ
ま
し
た
が
、
お
若
い

の
に
し
っ
か
り
し
た
内
容
で
、
す
ば
ら

し
い
ス
ピ
ー
チ
で
し
た
。

◦
５
年
連
続
２
０
０
人
超
の
新
入
会
員

が
山
仲
間
と
し
て
加
わ
っ
て
く
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
方
々
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
の

ク
ラ
ブ
ラ
イ
フ
の
楽
し
み
方
を
伝
授
す

る
の
が
古
参
会
員
の
務
め
か
と
思
い
ま

す
。
そ
ん
な
趣
旨
か
ら「
山
の
読
書
会
」

の
報
告
を
掲
載
し
ま
し
た
。
タ
レ
ン
ト

ぞ
ろ
い
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
で
す
か
ら
、「
断
絶
」

の
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
登
山
文
化

を
次
代
の
若
者
た
ち
に
継
承
し
て
い
き

た
い
も
の
で
す
。‥

（
節
田
重
節
）

10
分
発
の
バ
ス
乗
車

解
散　

13
日　

か
み
の
や
ま
温
泉
駅
17

時
頃

行
程　

12
日　

坊
平
高
原
周
辺‥

‥

13
日　

御
田
神
、
お
釜
方
面

費
用　

１
万
８
０
０
０
円
（
２
食
付
宿

泊
費
、懇
親
会
費
、２
日
目
昼
食
、傷

害
保
険
料
、
雑
費
）　

申
込
み　

１
月
20
日
ま
で
に
住
所
、
氏

名
、
生
年
月
日
、
電
話
等
明
記
の
こ

と
。
植
木
淑
美
宛

０
４
２　
７
３
４　
１
４
９
８

sanko@
jac.or.jp

＊
詳
細
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
、
郵
送
希
望
者

に
は
詳
細
を
お
送
り
し
ま
す
。

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
は
レ
ン
タ
ル
が
可
能
。

希
望
者
は
靴
サ
イ
ズ
を
明
記
の
こ
と
。

◆
講
演
会
の
ご
案
内

医
療
委
員
会

「
講
演
会
・
登
山
者
に
役
立
つ
膝
の
痛

み
・
ト
ラ
ブ
ル
の
予
防
と
対
処
法
」
を

主
催
し
ま
す
。講
師
の
小
林
哲
士
氏（
聖

マ
リ
ア
ン
ナ
医
大
整
形
外
科
・
膝
専
門

外
来
）は
、と
て
も
分
か
り
や
す
い
話
を

さ
れ
ま
す
。

日
時　

２
月
16
日
㈭
1８
時
５0
分
～
20
時

５0
分

場
所　

東
京
体
育
館
第
1
会
議
室
（
Ｊ

Ｒ
千
駄
ヶ
谷
駅
前〈
徒
歩
２
分
〉）

０
３　
３
２
１
５　
７
９
６
２

入
場
無
料

＊
杉
田
博
会
員
の
「
杉
田
博
卒
寿
記
念

山
の
絵
展
」
を
同
会
館
地
下
１
階
エ
メ

ラ
ル
ド
ル
ー
ム
に
て
同
時
開
催

◆
年
始
晩
餐
会
・
高
橋
清
輝
氏
講
演
会

�

東
京
多
摩
支
部

　

高
橋
さ
ん
は
立
川
女
子
高
等
学
校
で

山
岳
部
顧
問
を
５0
年
間
務
め
、
同
校
の

生
徒
を
日
本
の
高
校
生
と
し
て
初
の
海

外
遠
征
と
世
界
初
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
遠
征
に

導
き
、
さ
ら
に
カ
ナ
ダ
・
ツ
イ
ン
ズ
峰

登
頂
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
チ
ュ
ル
ー
南
東
峰

第
２
登
、
ア
ラ
ス
カ
・
サ
ン
フ
ォ
ー
ド

峰
挑
戦
、
中
国
・
コ
ン
グ
ー
ル
Ⅳ
峰
初

登
頂
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
・
ダ
ン
プ
ス
ピ
ー
ク

な
ど
に
登
頂
。
数
々
の
山
行
を
振
り
返

り
な
が
ら「
山
は
素
晴
ら
し
き
教
室
」を

語
り
ま
す
。

日
時　

１
月
2８
日
㈯
午
後
３
時
30
分
～

５
時
30
分

会
場　

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
八
王
子
４

階（
宴
Ａ
）

会
費　

５
０
０
円（
会
場
費
等
）

申
込
み　

１
月
20
日
ま
で
に
坂
本
正
智

へ
。

big-m
atti@

kkh.biglobe.ne.jp

０
９
０　
１
８
３
９　
８
４
２
４

会
費　

無
料

定
員　

１
０
０
名

申
込
み
・
問
合
わ
せ　

メ
ー
ル
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
で　

yam
airyou@

yahoo.co.jp

フ
ァ
ッ
ク
ス
０
４
２　
４
６
３　
２
８

７
１　

野
口
い
づ
み
宛

氏
名
、
連
絡
先（
住
所
・
電
話
番
号
）、

会
員
番
号
を
記
し
て
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。
会
員
以
外
の
方
も
お
申
込
み
で
き

ま
す
の
で
、
お
誘
い
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り　

２
月
10
日

＊
詳
細
は
日
本
山
岳
会
医
療
委
員
会
Ｈ

Ｐ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。‥（http://w

w
w
.

jac.or.jp/info/iinkai/iryou/list.
htm
l

）

◆
第
26
回「
山
好
き
の
山
の
絵
展
」

�

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

こ
の
絵
展
は
毎
年
２
月
に
開
催
し
て

お
り
、
今
年
は
26
回
目
。
60
人
の
会
員

が
実
際
に
登
り
、
見
た
山
々
を
描
い
た

作
品
約
70
点
と
ス
ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
を
展

示
し
ま
す
。

会
期　

２
月
19
日
㈰
～
2５
日
㈯
10
～
19

時
（
初
日
は
12
時
か
ら
。
最
終
日
は

17
時
ま
で
）

会
場　

Ｊ
Ｒ
有
楽
町
駅
前　

東
京
交
通

会
館
２
Ｆ
ギ
ャ
ラ
リ
ー　

千
代
田
区

有
楽
町
２　
10　
１




